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５
年
と
い
っ
て
も
、
ふ
た
つ
あ
る
。

　「
ま
だ
５
年
」「
も
う
５
年
」

　
ふ
た
つ
の
５
年
の
間
を
思
い
が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
。

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
に
あ
ふ
れ
た
３
・
11
報
道
。
訪
れ

た
土
地
と
出
会
っ
た
人
々
を
思
い
起
こ
し
、
小
さ
く
た
め
息

を
つ
く
日
が
続
い
た
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
も「
５
年
」に
こ
だ
わ
り
た
か
っ
た
。

１
月
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
に
続
き
、
２
月
は
２
回
、

被
災
地
へ
取
材
団
を
送
っ
た
。
岩
手
県
大
船
渡
市
か
ら
陸
前

高
田
市
に
回
り
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
ま
で
２
泊

３
日（
２
月
17
～
19
日
）の
取
材
に
は
９
社
21
人
が
参
加
し

た
。
翌
週
は
１
泊
２
日（
24
、
25
日
）の
日
程
で
11
社
18
人

が
福
島
市
に
集
ま
り
、
飯
舘
村
、
南
相
馬
市
、
相
馬
市
、
宮

城
県
山
元
町
と
太
平
洋
岸
を
北
上
し
た
。

　
会
見
で
は
１
、
２
月
で「
３
・
11
か
ら
５
年
」シ
リ
ー
ズ

を
10
回
行
っ
た
。
３
・
11
が
過
ぎ
て
も
シ
リ
ー
ズ
は
続
け
る
。

会
報
の
特
集
は
あ
の
年
に
入
社
し
た
５
年
生
記
者
６
人
と
先

輩
記
者
が
書
い
た
。
取
材
し
た
被
災
者
に「
あ
の
時
ど
こ
に

い
た
の
」と
聞
か
れ
、
震
災
を
経
験
し
な
か
っ
た
自
分
を
責

め
て
い
た
若
い
記
者
は「
こ
の
や
ま
し
さ
が
な
く
な
る
日
ま

で
書
き
続
け
た
い
」と
決
意
す
る
。

　「
５
年
の
節
目
が
終
わ
っ
た
ら
ぴ
た
り
と
来
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。
来
年
、
来
て
く
れ
ま
す
か
。
次
に
来
る
の
は
10
年

目
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
」

　
取
材
団
に
参
加
し
た
一
人
は
、
戸
羽
太
・
陸
前
高
田
市
長

の
こ
と
ば
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は

現
場
か
ら
書
き
続
け
る
し
か
な
い
。�

（
中
井
良
則
）

マイナス金利
金融政策決定会合後、パネルを使い方針転換を発表する日銀の黒田東彦総裁
＝1月29日、日銀本店 撮影：浅川　広則（共同通信社写真部）

「
来
年
来
て
く
れ
ま
す
か
」

3
・
11
か
ら
５
年
　
取
材
団
、
会
見
、
会
報
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菊地啓夫／吉田俊通、櫻井重夫／
品川萬里／内堀雅雄／中筋純／照
井翠／大崎敬子／北岡伸一／志賀
俊之／山海嘉之／隈研吾／大矢根
聡／武田洋子／古矢旬／小笠原欣
幸／藤田孝典／宮本悟／川瀬光義
／アビール・オーデ／杉本和行／ジ
ュリー・ビショップ／琴奨菊／ウェ
ンディ・シャーマン／モハメド・エル
メンシャウィ／工藤律子／ウィリ
アム・レイシー・スウィング／ローレ
ンス・トゥビアナ
会見リポート
内堀雅雄・福島県知事／照井翠・俳人 6

隈研吾・建築家／ビショップ・豪外相 7

琴奨菊・大関／トゥビアナ・仏気候変動
交渉担当大使（COP21特別代表） 8

中筋純・写真家 9

岩手・宮城取材団報告 10‣11

福島・宮城取材団報告 12‣13

特集「3・11から5年」 14‣20

5年生記者は今
この「やましさ」がなくなる日まで
� 河北新報社　高橋公彦
「あなたで良かった」を支えに
� 岩手日報社　佐々木理紗
入社時の気後れはもうない
� 福島民報社　菅野　聖
「未経験の壁」現場取材で超えたい
� 福島民友新聞社　谷口隆治
ちらりとのぞく「非日常」を忘れない
� 福島中央テレビ　佐藤昭徳
報道カメラマンとしての原体験
� 共同通信社　中島　悠
先輩記者と東日本大震災
記者から町役場職員に転身し復興
支援� 朝日新聞出身　但木　汎
記者ゼミ　次世代ジャーナリズム
の現場 21

杉田敦・法政大教授／武田徹・恵泉女学
園大教授

ワーキングプレス
マイナス金利導入 22

� 共同通信社　早田栄介
北朝鮮ミサイル発射 23

� テレビ朝日　山本志門
リレーエッセー 24

本田技研工業の創業者　本田宗一
郎さん� 岡田　実
寄贈書／マイBOOKマイPR 25

２
月
は
フ
ル
回
転

会
見
27
回
、
ダ
ブ
ル
・
ト
リ
プ
ル
も

　「
四
月
は
残
酷
な
月
」（
吉
田
健
一
訳
）

Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
は『
荒
地
』を
そ

う
書
き
出
し
た
。
英
国
の
名
詩
に
比
べ
る

ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
に
と
っ
て「
２
月
は
多
忙
な
月
」と

な
っ
た
。

　
土
日
休
日
を
除
く
ワ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
20

日
間
で
、
記
者
会
見
は
計
27
回
。
ダ
ブ
ル

ヘ
ッ
ダ
ー
が
８
日
、
ト
リ
プ
ル
も
１
日
あ

っ
た
。
東
日
本
大
震
災
５
年
を
前
に
被
災

地
へ
の
取
材
団
を
２
組
、
送
っ
た
。
フ
ル

回
転
の
月
だ
っ
た
。

　
数
の
多
さ
を
自
慢
し
た
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
中
身
の
詰
ま
っ
た
会
見
だ

っ
た
。
会
見
動
画
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
時
間

が
な
い
方
は
取
材
し
た
記
者
が
書
く「
会

見
リ
ポ
ー
ト
」を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

今
年
か
ら
、
詳
し
く
書
い
て
も
ら
い
、
ク

ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
全
て
読
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
琴
奨
菊
関
ら

７
人
を
こ
の
会
報
に
も
掲
載
し
た
。

　
こ
こ
で
は
記
事
に
な
ら
ず
に
埋
も
れ
た

ネ
タ
を
２
件
、
紹
介
す
る
。
い
ず
れ
も
今

の「
立
場
」ゆ
え
の
こ
と
ば
が
興
味
を
誘

っ
た
。

　
政
治
・
外
交
の
ゲ
ス
ト
で
い
え
ば
、
た

と
え
ば
米
国
務
次
官
を
辞
め
た
ば
か
り
の

ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
シ
ャ
ー
マ
ン
さ
ん（
２
月

17
日
）。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
で
北
朝
鮮
問

題
を
担
当
し
、
オ
バ
マ
政
権
で
は
イ
ラ
ン

と
の
核
交
渉
に
当
た
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン

駐
在
記
者
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
国
務
省
高

官
だ
。
民
間
人
と
な
っ
て
オ
ン
レ
コ
で
話

せ
る
立
場
で
来
日
し
た
。

　
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
発
言
が
ニ

ュ
ー
ス
に
な
っ
た
が
、
日
ロ
首
脳
会
談
を

探
る
日
本
に
対
し「
ク
リ
ミ
ア
半
島
は
ロ

シ
ア
の
違
法
な
併
合
だ
。
日
本
は
Ｇ
７
議

長
国
で
あ
り
連
帯
を
期
待
す
る
」と
述
べ

た
の
が
気
に
な
っ
た
。
安
倍
外
交
に
こ
こ

ま
で
は
っ
き
り
異
論
を
唱
え
た
の
は
意
外

だ
っ
た
。
安
倍
政
権
か
ら
見
れ
ば
日
ロ
関

係
の
進
展
で
も
、
米
国
に
す
れ
ば
足
並
み

の
乱
れ
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
案
の
定
、
と
い
う
べ
き
か
、
翌
週
、
オ

バ
マ
大
統
領
が
安
倍
首
相
に
訪
ロ
計
画
へ

の
懸
念
を
伝
え
た
と
い
う
記
事
が
出
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
に
転
身
し
た
北
岡
伸

一
さ
ん
は「
国
連
と
日
本
人
」シ
リ
ー
ズ

（
２
月
24
日
）で
来
て
も
ら
っ
た
。
前
回
は

昨
年
８
月
の
戦
後
70
年
安
倍
首
相
談
話
が

テ
ー
マ
だ
っ
た
。
立
場
が
違
う
か
ら
か
面

白
い
話
が
出
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
次
席
大
使（
２

０
０
４
―
06
年
）の
体
験
が
強
く
残
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
今
年
注
目
さ
れ
る
事
務
総

長
選
び
で
は「
事
務
総
長
は
地
位
の
イ
ン

フ
レ
が
進
み
、
各
国
の
閣
僚
・
総
理
経
験

者
で
な
い
と
難
し
い
。
こ
れ
ま
で
日
本
で

は
閣
僚
経
験
者
に
は（
候
補
者
は
）一
人

も
い
な
か
っ
た
」と
ず
ば
り
。
そ
れ
で
も

「
日
本
は
米
国
と
組
ん
で
適
任
者
を
探
せ

ば
い
い
」と
提
案
し「
常
任
理
事
国
５
カ

国（
Ｐ
５
）の
密
室
の
権
力
を
取
り
除
く

べ
き
だ
」と
言
う
。「
Ｐ
５
の
談
合
」と
い

う
言
葉
も
使
う
ほ
ど
、
安
保
理
の
現
実
に

反
発
が
あ
る
ら
し
い
。

　
日
本
人
の
国
連
職
員
は
少
な
い
。「
日

本
は
豊
か
で
平
和
で
快
適
な
国
で
す
か
ら

ね
。
大
学
で
も
外
へ
打
っ
て
出
る
気
持
ち

が
乏
し
く
な
っ
た
」と
嘆
い
た
。

　
国
連
に
つ
い
て
の
談
話
や
寄
稿
を
北
岡

さ
ん
に
求
め
る
メ
デ
ィ
ア
が
増
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

＊

　
冒
頭
の
エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩
は「
鈍
っ
た

根
を
春
雨
で
生
き
返
ら
せ
る
」と
続
く
。

２
月
は
忙
し
か
っ
た
が
、
鈍
っ
た
感
度
が

生
き
返
っ
た
日
も
あ
っ
た
。

�

（
専
務
理
事
　
中
井
良
則
）

安
倍
外
交
へ
の
懸
念
を
語
っ
て
い
た

シ
ャ
ー
マ
ン
前
米
国
務
次
官

常
任
理
事
国
に
談
合
さ
せ
る
な

北
岡
元
国
連
次
席
大
使
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菊
きく

地
ち

　啓
ひろ

夫
お

　宮城県岩沼市長

　岩沼市は、被災地で復興が一番
順調に進んでいるといわれてい
る。「早期復興の最大要因は、集
落単位の避難所移住によりコミュ
ニティーが維持されたこと」と分
析した。南海トラフ地震への教訓
は、との質問には「津波が来たら
逃げるのが一番」と強調した。

■2・4（木）シリーズ企画「3.11から5年」⑤／司会：瀬口晴義
委員／出席：30人

品
しな

川
がわ

　萬
ま

里
さと

　福島県郡山市長

　「現場感覚を伝えたい」と青い
作業着姿で登壇した。除染作業の
結果、年間被ばく量は基準値を大
幅に下回っていると詳細なデータ
を示して説明。震災直後、子ども
たちの安全のため懸命に放射線量
を測定した高校教師の例を紹介す
る際、声を詰まらせて涙ぐんだ。

■2・17（水）シリーズ企画「3.11から5年」⑦／司会：倉重篤
郎委員／出席：56人

中
なか

筋
すじ

　純
じゅん

　写真家

　チェルノブイリと福島。原発事
故の現地に通い撮影を重ねてき
た。「見えない放射能災害をどう
すれば見えるようにできるか」。
人が消えた商店街。散乱した食品
を動物が食いあさったスーパー。
知らない現実がまだこんなにある
と息をのむ。「写真に語らせたい」

■2・22（月）シリーズ企画「3.11から5年」⑨／司会：中井良則
専務理事／出席：26人

照
てる

井
い

　翠
みどり

　俳人

　２年半前は、「春の星こんなに
人が死んだのか」の句をゲストブ
ックに揮毫した。今回は、「寄す
るもの容るるが湾よ春の雪」と書
き入れた。「海は悪くない。ただ
寄せるものを受け入れる」。震災
から５年近くたち、こういう気持
ちになれる、と静かに語った。

■2・26（金）シリーズ企画「3.11から5年」⑩／司会：瀬口晴
義委員／出席：29人

内
うち

堀
ぼり

　雅
まさ

雄
お

　福島県知事

　「福島の復興は光と影が混ざり
合った状態」と切り出した。観光
や農業などの復旧とロボット産業
などの新しい力の両方で「福島プ
ライド」を取り戻したいと強調。
風評被害には「特効薬はない。時
間をかけ誠実に事実を発信してい
くしかない」と語った。

■2・22（月）シリーズ企画「3.11から5年」⑧／司会：瀬口晴義
委員／出席：102人

大
おお

崎
さき

　敬
けい

子
こ

　国連本部経済社会局統計部次長

　国連職員4万人のうち日本人は
約770人。ニューヨーク本部で働
く177人の7割近くが女性という。
「国連は女性として仕事しやすい。
結婚したから、子どもが生まれる
からやめる、という考えはない」。
現職の統計部でSDG（持続可能な
開発目標）に取り組む。

■2・10（水）シリーズ企画「国連と日本人」②／司会：倉重篤
郎委員／出席：32人

北
きた

岡
おか

　伸
しん

一
いち

　国際協力機構（JICA）理事長

　国連次席大使だった05年、日本
の安保理常任理事国入りを仕掛け
た。「国連総会の採決を主張した
が東京がノーだった」「拒否権を持
つのは不可能」「首相が米大統領と
話すのが不可欠」と断言。厳しい
口調で「日本人は知的格闘技をし
ないし議論べた」といらだちも。

■2・24（水）シリーズ企画「国連と日本人」③／司会：杉田弘
毅委員／出席：54人

志
し

賀
が

　俊
とし

之
ゆき

　産業革新機構会長兼CEO

　「日本企業は細かな違いを競う
過当競争ばかり。企業の再編統合
を進めなければ小粒のまま世界か
ら取り残される」と繰り返した。
「不採算部門の切り離しは健康体
のうちにやるべき」とも。質疑で
はシャープ買収問題の関連質問が
相次いだ。

■2・19（金）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」①／
司会：安井孝之委員／出席：110人

山
さん

海
かい

　嘉
よし

之
ゆき

　サイバーダイン社長

　世界初のサイボーグ型ロボット
スーツ「HAL」を会場で実際に動
かすと「おーっ」と驚きが広がっ
た。「専門外を理由にしていたら
物事は始まらないんです」「重介護
ゼロの社会を作りたい」。小学３
年で科学者を志した少年がチェン
ジを仕掛け、実現へ突き進む。

■2・22（月）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」②
／司会：川上高志委員／出席：65人

吉
よし

田
だ

　俊
とし

通
みち

　公益財団法人オイスカ啓発普及部副部長（右）

櫻
さく

井
らい

　重
しげ

夫
お

　名取市海岸林再生の会副会長（左）

　宮城県名取市での海岸林再
生プロジェクトの紹介。10年
間でクロマツ50万本を植える
計画で、すでに13万本が育っ
ているという。この事業は被
災農家を雇用、農業復活の貴
重な収入にもなっている。

■2・10（水）シリーズ企画「3.11から5年」⑥／司会：石川洋
企画担当部長／出席：21人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032596/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032624/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032657/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032709/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032690/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032712/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032623/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032691/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032658/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032660/
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武
たけ

田
だ

　洋
よう

子
こ

　三菱総合研究所政策・経済研究センター副センター長　　　　　　　　　　　　

　日本経済再生には「人的資本」
「イノベーション」「持続可能性」
の３点が重要としたうえで「経営
者がデフレマインドから抜け出し
ていない」と指摘。日銀出身のエ
コノミスト。現在の日銀の政策に
は「異例であり10年後でないと評
価できない」と慎重だった。

■2・5（金）「経済見通し」⑥／司会：実哲也委員／出席：85人

川
かわ

瀬
せ

　光
みつ

義
よし

　京都府立大学教授

　財政的観点から沖縄問題を分析
した。「交付金による公共施設整
備で基地がもたらす苦しみは解消
しない」「経済施設ではない基地の
経済効果を論じること自体がおか
しい」「辺野古問題では再編交付金
支給が政治的意見によって差別さ
れている」

■2・12（金）シリーズ企画「沖縄から考える」⑩／司会：軽部
謙介委員／出席：40人

古
ふる

矢
や

　旬
じゅん

　北海商科大学教授

　ポピュリズム。米大統領選のキ
ーワードを政治史に位置づけた。
憲法は”We the people”と始まる。

「分極化するピープルを政治のこ
とばでまとめる努力が続く」。ク
ルーズと赤狩りのマッカーシーを
比べ、サンダースはベトナム反戦
のマクガバンに近いと分析した。

■2・5（金）研究会「変わるアメリカ・変わらないアメリカ　大
統領選」①／司会：杉田弘毅委員／出席：110人／会見詳録

藤
ふじ

田
た

　孝
たか

典
のり

　NPO法人ほっとプラス代表理事

　近著『下流老人』（朝日新書）は
20万部を突破。豊富な現場体験を
背景に「現役時代は『中流』でも病
気や家族問題で、あっという間に

『下流』になるのが現実。一度転
落すると自力で解決は困難」と強
調。「非正規の多い若年層の老後
はもっと深刻」と警告した。

■2・9（火）シリーズ企画「現代日本の貧困」⑥／司会：軽部謙
介委員／出席：55人

大
おお

矢
や

根
ね

　聡
さとし

　同志社大学教授

　経済分野のTPPを政治や外交
の視点から分析した。「日本の経
済外交史上、官邸主導による統一
的交渉団はTPPが初めて」「牛肉
は豪州とまず合意して米国の譲歩
を狙った。米議会の反発は招いた
が、米国に対し駆け引きを仕掛け
た珍しい事例となった」

■2・2（火）研究会「TPP」⑤／司会：軽部謙介委員／出席：
57人

隈
くま

　研
けん

吾
ご

　建築家

　2020東京五輪の新国立競技場コ
ンペに勝った。語り続けたのは

「木を使う」設計哲学。「下から見
上げる垂木と軒に日本建築の美し
さがある」「私の世代から建築の考
え方が変わった」。予算、工期、
法規制など制約の下でも自分のデ
ザインを形にする意地を見た。

■2・1（月）記者会見／司会：瀬口晴義委員／出席：70人／会
見詳録

小
お

笠
がさ

原
わら

　欣
よし

幸
ゆき

　東京外国語大学准教授

　台湾選挙の専門家で、今回の総
統選、立法委員選も予測を的中さ
せた。「国民党の歴史的役割は終
わり、今後は中国ナショナリズム
回帰を唱える中小政党になる」と
断言、「今後は『台湾アイデンテ
ィティー』を基盤とする政党同士
が総統を争う」と予測した。

■2・8（月）研究会「台湾総統選を読み解く」／司会：坂東賢治
委員／出席：66人

宮
みや

本
もと

　悟
さとる

　聖学院大学特任教授

　分からないことばかりの北朝
鮮。原爆と水爆の違いに始まり、
ミサイルの推進剤を見分ける方法
まで具体論、技術論に徹した。「ミ
サイルは米国にとって問題とな
る。4キロトンの核兵器は漁船に
積めるので、日本の小さな湾に突
っ込まれたら…」と怖い警告も。

■2・9（火）研究会「北朝鮮の核実験と軍事力」／司会：山本勇
二委員／出席：91人

アビール・オーデ　パレスチナ国家経済相

　日本主導のパレスチナ援助構想
「平和と繁栄の回廊」の中核であ
る西岸エリコでの農産加工団地が
２月から本格操業した。「イスラ
エルの占領のせいで肥沃なこの地
方の開発が遅れていた。日本の協
力もあり、ようやくスタートでき
た」と力説した。

■2・15（月）記者会見／司会：土生修一事務局長／通訳：宇
尾真理子／出席：25人

杉
すぎ

本
もと

　和
かず

行
ゆき

　公正取引委員会委員長

　欧米は競争政策をさらに推し進
めている。「『和を以て…』の日本
人だが、競争に適応しなければ未
来はない。ガチンコで競争しなけ
れば」。にじみ出るのは日本の競
争力への危機感。「産業のあらゆ
るところでガラパゴス化が進んで
いる気がする」

■2・15（月）記者会見／司会：安井孝之委員／出席：55人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032559/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032593/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032342/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032597/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032594/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032595/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032620/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032622/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032656/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032621/
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●
販
売
部
数
と
訪
問
客
の
関
係

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
下
流
老
人
』の
著
者
、
藤
田
孝
典
さ

ん
が
会
見
で
明
ら
か
に
し
た「
販
売
部
数
と
影
響
力
」の

体
験
談
が
興
味
深
か
っ
た
。

　「
５
万
部
売
れ
た
ら
厚
生
労
働
省
の
役
人
が
話
を
聞
き

に
来
た
。
10
万
部
売
れ
た
ら
、
今
度
は
財
務
省
の
役
人
が

『
予
算
化
の
参
考
に
』と
会
い
に
来
た
。
そ
の
後
、
低
所

得
年
金
受
給
者
へ
の『
３
万
円
支
給
』政
策
が
発
表
さ
れ

た
。
15
万
部
売
れ
た
ら
、
自
民
党
の
国
会
議
員
が
何
人
も

会
い
に
来
た
。
一
億
総
活
躍
政
策
で
の
高
齢
者
対
策
の
参

考
に
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
」

　「
50
万
部
売
れ
た
ら
オ
バ
マ
大
統
領
が
会
い
に
来
る
」

と
冗
談
を
と
ば
し
た
が
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
内
容
の
せ
い

か
、
小
さ
な
笑
い
が
起
き
た
だ
け
だ
っ
た
。

●
プ
レ
ス
か
ら「
逃
げ
な
い
姿
勢
」

　
産
業
革
新
機
構
会
長
の
志
賀
俊
之
さ
ん
の
会
見
は
、
シ

ャ
ー
プ
再
建
問
題
で
台
湾
の
鴻ホ
ン

海ハ
イ

と
産
業
革
新
機
構
の

「
一
騎
打
ち
」が
最
終
局
面
を
迎
え
た
時
期
に
あ
た
り
、

一
線
の
経
済
記
者
が
会
見
場
に
殺
到
し
た
。
表
に
出
た
く

な
い
状
況
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
機
構
の
役
割
紹
介
が
会
見

承
諾
の
理
由
だ
っ
た
の
で
、ド
タ
キ
ャ
ン
も
覚
悟
し
た
が
、

志
賀
さ
ん
は「
い
や
あ
、
こ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る
と

は
ね
」と
苦
笑
し
な
が
ら
控
室
に
現
れ
た
。

　
会
見
で
は「
機
構
に
つ
い
て
質
問
し
て
ほ
し
い
」と
要

望
し
た
が
、
シ
ャ
ー
プ
関
連
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
、

終
了
後
も
担
当
記
者
と
の
ぶ
ら
下
が
り
取
材
に
応
じ
た
。

　
プ
レ
ス
に
対
し「
逃
げ
な
い
姿
勢
」が
印
象
に
残
っ
た
。

 

（
事
務
局
　
土
生
）

会
見
余
話

ジュリー・ビショップ　オーストラリア外相

　クラブには３回目。日中のどち
らが重要か、と問われて「どちら
も戦略的パートナーシップの相
手。２国とも重要で優劣はない」。
その一方で「中国は世界の安定に
貢献すべきだ。米国のリバランス
戦略は豪日に安心感を与えてくれ
た」。会見後、中国に向かった。

■2・16（火）記者会見／司会：坂東賢治委員／通訳：池田薫、
西村好美／出席：76人

琴
こと

奨
しょう

菊
ぎく

　大関

　「稽古は心を鍛える。練習は技
術を鍛える」「優勝したら、見える
“風景”が変わった。もっと見てい
たい」。記事になるフレーズが次々
飛び出した。名調子の間に、先代
親方、新妻、トレーナー、弟弟子、
ファンへの感謝の言葉もちりばめ
られた。

■2・16（火）記者会見／司会：原田正隆委員／出席：97人

ウェンディ・シャーマン　前アメリカ国務次官

　クリントン、オバマの民主党政
権で国務省のキーパーソンだっ
た。民間人として発言の自由を得
たが、北朝鮮問題には「米日韓中
で静かな協議を進め圧力を強め
る」と「静か」を強調。日露接近の
安倍外交に「団結を期待する」と
繰り返したのは苦言に聞こえた。

■2・17（水）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：池田薫
／出席：65人

モハメド・エルメンシャウィ　
アララビ・テレビジョン・ネットワーク・ワシントン支局長

　米国を拠点に中東情勢を中心に
取材を続けている。現在はカター
ル系テレビ局のワシントン支局
長。「民主化をめざした『アラブ
の春』は失敗し、ISの撲滅も容易
ではない」と指摘、今後の「時限
爆弾」としてヨルダンとレバノン
の国名を挙げた。

■2・18（木）囲む会／司会：土生修一事務局長／通訳：西村
好美／出席：30人

工
く

藤
どう

　律
りつ

子
こ

　ジャーナリスト

　不況に苦しむスペインで「雇わ
れて生きる」に縛られない人々を
取材した。主婦を例に挙げ「家事
が評価され対価を得られれば、そ
れはもう１つの経済、もう１つの
生き方になる」。５年前のデモは
新政党旋風に結実した。「おカネ
はなくても豊かになれる」

■2・24（水）著者と語る『ルポ　雇用なしで生きる』／司会：
中井良則専務理事／出席：31人

ウィリアム・レイシー・スウィング　
国連移住機関（IOM）事務局長

　欧州への移民の嵐に最前線で対
応する国際機関を率いる。「国境
を越えた移住と国内移動を合わせ
て10億人。世界の7人に１人が移
動している」。大規模移動は「避
けられないし、必要であり、しか
も望ましい」と移民の役割を認め
た仕組み作りを呼び掛けた。

■2・25（木）記者会見／司会：秦野るり子委員／通訳：西村
好美／出席：50人

ローレンス・トゥビアナ　仏気候変動交渉担当大使（COP21特別代表）　　

　特別代表就任前は、米コロンビ
ア大客員教授を務めた環境政策の
専門家。パリ協定をまとめた功労
者として知られる。協定は早けれ
ば2018年中にも発効すると予測。
気候変動の現実に直面し、各国政
府と企業が一体化して取り組む姿
勢が背景にあるとした。

■2・26（金）記者会見／司会：ヴィーラント・ワーグナー委員
／通訳：森岡幹予／出席：29人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032687/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032708/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032688/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032659/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032689/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032710/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/02/r00032747/
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　「
光
と
影
が
混
ざ
り
合
っ
た
状
態
」。
内

堀
氏
は
福
島
の
現
状
を
こ
う
総
括
し
た
。

「
た
め
息
を
つ
き
た
く
な
る
こ
と
も
正
直

あ
る
」と
言
う
。
震
災
当
時
は
副
知
事
と

し
て
、
お
と
と
し
か
ら
は
知
事
と
し
て
福

島
の
復
興
の
た
め
奔
走
し
て
い
る
人
の
言

　
東
日
本
大
震
災
を
釜
石
で
経
験
し
た
俳

人
、
照
井
翠
さ
ん
は
２
０
１
３
年
、
３
・

11
を
詠
ん
だ
句
集「
龍
宮
」で
俳
句
四
季

大
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
。
そ
の
中
に
こ
ん

な
句
が
あ
っ
た
。

　〈
春
の
星
こ
ん
な
に
人
が
死
ん
だ
の
か
〉

　
大
津
波
の
後
、降
り
続
い
た
雪
が
や
み
、

内う
ち

堀ぼ
り

　雅ま
さ

雄お

　
福
島
県
知
事

「
２
つ
の
風
」
の
中
で

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
繰
り
広
げ
る

照て
る

井い

　翠み
ど
り

　
俳
人

三
月
を
喪
ひ
つ
づ
く
砂
時
計

が
突
然
中
止
と
な
っ
た
ば
か
り
だ
。
誤
解

や
無
関
心
を
乗
り
越
え
、
正
確
な
情
報
を

伝
え
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
難
し
い
。

　
例
え
ば
福
島
県
産
の
コ
メ
は
全
袋
検
査

を
し
た
上
で
出
荷
さ
れ
る
が
、
検
査
さ
れ

た
昨
年
産
の
コ
メ
計
１
０
３
０
万
袋
の
う

ち
基
準
値
以
上
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
た
の
は
何
袋
だ
っ
た
か
、知
っ
て
い
る
人
は

ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
答
え
は

ゼ
ロ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
脳
裏
に
焼
き

付
け
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
事
実
の
正
確

な
理
解
に
及
ぼ
す
影
響
は
実
に
大
き
い
。

　
内
堀
氏
が
風
評
被
害
に
つ
い
て
、「
特

効
薬
は
な
い
。
福
島
の『
光
と
影
』の
両

方
を
地
道
に
伝
え
て
い
く
」と
語
る
の
を

聞
い
て
、
何
と
も
切
な
か
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
罪
の
重
さ

に
憤
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
さ
て
震
災
か
ら
５
年
の
今
年
、
福
島
県

は
も
っ
と「
光
」の
部
分
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
思
う
。毎
年
、

私
は
福
島
を
訪
ね
て
い
る
が
福
島
は
良
い

所
だ
。内
堀
氏
が
売
り
込
ん
で
い
た
通
り
、

い
い
湯
に
浸
か
っ
て
う
ま
い
酒
を
い
た
だ

く
の
も
良
し
。
４
月
か
ら
は
福
島
の
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
る
と
い
う
。
多
く

の
人
が
普
通
に
福
島
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
風
評
被
害
な
ど
恐
れ
る
に
足
り
ず
。

福
島
に
は
胸
を
張
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
に

値
す
る
多
く
の
宝
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
報
道
番
組
部
長
　
清
水
　
正
樹

こ
ま
で
も
続
く
」「
砂
を
永
遠
に
失
い
続
け

て
い
く
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
」

　
震
災
か
ら
３
年
半
た
っ
た
頃
、
照
井
さ

ん
は「
な
か
な
か
進
ま
な
い
復
興
に
い
ら

立
っ
て
い
た
」と
振
り
返
る
。
そ
の
時
期

の
句
は
確
か
に
い
ら
立
ち
が
に
じ
む
。

　〈
蜩
や
山
の
頂
ま
で
墓
場
〉 

　〈
万
緑
の
底
で
三
年
死
ん
で
ゐ
る
〉

　
今
、「
３
月
に
対
す
る
気
持
ち
が
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
３
月
と
聞
く
と
怖
い
な

と
思
う
」と
語
る
。
春
の
喜
び
は
失
わ
れ

た
。
そ
の
怖
さ
は
こ
ん
な
句
に
も
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

　〈
死
な
ば
泥
三
月
十
日
十
一
日
〉

　「
三
月
十
日
」は
敗
戦
の
年
、１
９
４
５

年
の
米
軍
に
よ
る
東
京
大
空
襲
の
日
を
指

す
。
俳
人
に
と
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
の

被
害
は
太
平
洋
戦
争
の
戦
禍
と
重
な
る
。

「
人
は
死
ん
で
し
ま
え
ば
泥
に
つ
か
る
」

　
俳
人
の
心
は
こ
の
５
年
、「
鎮
魂
・
慰
霊
」

か
ら「
戸
惑
い
・
い
ら
立
ち
」、
そ
し
て

日
本
と
い
う
国
に
対
す
る「
危
惧
・
憂
い
」

へ
と
移
ろ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　
大
津
波
と
な
っ
て
人
を
襲
っ
た
海
に
つ

い
て
は
、「
よ
う
や
く
違
う
見
方
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
悟
り
と
い
う
か
、
今

の
気
持
ち
は
、
海
は
悪
く
な
い
、
と
い
う

こ
と
」と
話
し
た
。

読
売
新
聞
社
編
集
委
員
　
鶴
原
　
徹
也

葉
と
し
て
重

く
受
け
止
め

た
。

　
内
堀
氏
は

積
極
的
な
ト

ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
繰
り
広

げ
て
い
る
。

去
年
は
ミ
ラ

ノ
万
博
、
今

年
１
月
に
は

「
夜
の
闇
を

星
が
埋
め
尽

く
し
た
」。無

数
の「
御
霊

が
昇
天
し

た
」と
感
じ
、

合
掌
し
て
、

詠
ん
だ
。

3.11から5年ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
福
島
の
復
興
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
県
民
の
評
価
も
高
く
、

知
事
支
持
率
は
70
％
を
超
え
る
。

　
内
堀
氏
が
指
摘
す
る
、
福
島
が
抱
え
る

課
題
の
１
つ
が「
２
つ
の
風
」、
風
評
と

風
化
だ
。
海
外
で
は
今
も
福
島
の
全
域
が

避
難
区
域
に
な
っ
て
い
る
と
の
誤
解
す
ら

あ
る
、
と
嘆
く
。
会
見
の
２
日
前
に
は
、

韓
国
で
予
定
さ
れ
て
い
た
復
興
イ
ベ
ン
ト

　
壮
絶
な
大
量
死
を
前
に
し
た
、
鎮
魂
の

姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
残
酷
だ
が
、
美

し
い
句
だ
と
思
う
。

　
今
回
、「
龍
宮
」の
後
に
詠
ん
だ
句
か

ら
98
句
を
自
ら
選
ん
で
、
震
災
５
年
を
期

し
た
ミ
ニ
句
集
を
作
っ
た
。
こ
ん
な
句
が

あ
る
。

　〈
三
月
を
喪
ひ
つ
づ
く
砂
時
計
〉

　
詠
ん
だ
心
境
は
こ
う
だ
と
言
う
。「
こ

の
震
災
は
終
わ
り
が
見
え
も
し
な
い
。
ど
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２
０
２
０

年
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の

メ
ー
ン
会
場

と
な
る
新
国

立
競
技
場
を

デ
ザ
イ
ン
し

　
当
ク
ラ
ブ
で
の
会
見
は
自
由
党
政
権
発

足
直
後
の
13
年
10
月
、東
京
で
日
豪
外
務
・

防
衛
閣
僚
協
議（
２
プ
ラ
ス
２
）が
開
か

れ
た
14
年
６
月
に
続
き
、
３
回
目
だ
。
昨

年
９
月
の
与
党
党
首
選
で
タ
ー
ン
ブ
ル
政

　
冒
頭
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
ま
ず
、
オ
バ
マ

米
政
権
の
ア
ジ
ア
へ
の
リ
バ
ラ
ン
ス
政
策

を
評
価
し
、
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
重
要

性
を
強
調
し
て
か
ら
、
対
中
政
策
に
言
及

し
た
。
中
国
の
台
頭
が
地
域
の
繁
栄
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
歓
迎
す
る
一
方
で
、
力

に
見
合
っ
た
貢
献
を
求
め
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
よ
う
な
発

言
が
続
い
た
。

　
訪
日
後
、
中
国
訪
問
を
控
え
て
い
た
た

隈く
ま

　研け
ん

吾ご

　
建
築
家

デ
ザ
イ
ン
類
似
の
指
摘
に
反
論

ジ
ュ
リ
ー
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
相

バ
ラ
ン
ス
意
識
か

「
日
中
ど
ち
ら
も
重
要
」

摘
に
対
す
る
見
解
を
問
わ
れ
た
。
隈
氏
は

「
建
物
の
外
観
は
対
照
的
だ
と
思
う
」と

反
論
。
客
席
が
旧
案
と
同
じ
３
層
構
造
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
コ
ン
ペ
の
最

終
審
査
に
残
っ
た
11
作
品
の
う
ち
７
作
品

が
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で

「
避
難
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
問

題
を
考
え
た
り
、
法
令
を
順
守
し
た
り
す

る
と
、
同
じ
よ
う
な
形
に
落
ち
着
く
」と

の
見
解
を
示
し
た
。座
席
の
レ
イ
ア
ウ
ト

や
柱
の
位
置
な
ど
が
似
て
い
る
点
に
つ
い

て
も
、
同
様
の
見
解
か
ら「
著
作
権
の
専

門
家
に
聞
い
て
も
問
題
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
」と
反
論
し
た
。

　
19
年
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
決
勝
戦
に
間

に
合
う
よ
う
な
工
期
短
縮
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
、「
か
な
り
精
密
に
工
程
表
が
作

ら
れ
て
お
り
、
２
カ
月
の
短
縮
は
非
常
に

厳
し
い
と
思
う
」と
回
答
し
た
。

　
会
見
で
は
、
法
隆
寺
の
五
重
塔
を
例
に

出
す
な
ど
、
平
易
な
表
現
を
心
が
け
て
い

る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。ま
た
、１
月
15
日

に
は
日
本
外
国
特
派
員
協
会
で
も
会
見
を

行
う
な
ど
、
国
内
外
に
向
け
て
丁
寧
に
説

明
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
う
か
が
え
た
。

　
今
後
、
聖
火
台
の
位
置
な
ど
、
関
係
者

と
詰
め
て
詳
細
な
設
計
が
行
わ
れ
て
い

く
。何
か
と
注
目
さ
れ
る
建
築
物
だ
け
に
、

引
き
続
き
丁
寧
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。読

売
新
聞
東
京
本
社
文
化
部
　
森
田
　
睦

め
、
あ
え
て「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ

て
日
本
と
中
国
の
ど
ち
ら
が
重
要
か
」と

い
じ
わ
る
な
質
問
を
ぶ
つ
け
て
み
た
が
、

「
ど
ち
ら
も
重
要
で
優
劣
は
つ
け
て
い
な

い
」「
北
東
ア
ジ
ア
の
各
国
と
良
好
な
関
係

を
築
き
た
い
」と
や
は
り
優
等
生
的
な
答

え
が
返
っ
て
き
た
。

　
中
国
が
人
工
島
建
設
を
進
め
る
南
シ
ナ

海
問
題
で
は「
埋
め
立
て
で
何
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
、（
中
国
側
か
ら
）深
く

聞
き
た
い
」な
ど
と
述
べ
た
が
、
中
国
を

刺
激
す
る
よ
う
な
批
判
的
な
言
葉
遣
い
は

慎
重
に
避
け
て
い
た
。
安
倍
晋
三
首
相
と

う
ま
が
あ
っ
た
ア
ボ
ッ
ト
前
首
相
時
代
と

比
べ
る
と
、
や
や
中
立
的
な
立
ち
位
置
で

は
な
い
か
と
も
感
じ
た
。

　
会
場
の
記
者
た
ち
の
関
心
は
日
独
仏
３

カ
国
が
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
豪
州
の
次

世
代
潜
水
艦
建
造
の
共
同
開
発
国
選
定
の

行
方
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ま
だ
、
決
定

段
階
に
は
遠
い
よ
う
だ
。
外
相
は「
日
本

が
戦
略
的
な
側
面
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

こ
と
は
理
解
し
て
い
る
」と
指
摘
す
る
一

方
で「
評
価
プ
ロ
セ
ス
の
最
中
で
、
ま
だ

時
間
が
か
か
る
」と
言
質
を
与
え
ず
、
リ

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ど

ん
な
質
問
も
い
や
が
ら
ず
、
誠
実
に
答
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。

　
企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
社
専
門
編
集
委
員

坂
東
　
賢
治

た
、
建
築
家
の
隈
氏
が
会
見
し
、
デ
ザ
イ

ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
あ
ら
た
め
て
説
明

し
、
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
氏
の
旧
デ
ザ
イ
ン

案
と
の
類
似
点
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
対

し
て
反
論
し
た
。

　
隈
氏
は
、競
技
場
の
鳥
瞰
図
や
内
部
、断

面
図
な
ど
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
な

が
ら
▽
神
宮
外
苑
の
森
と
の
調
和
を
考
え
、

建
物
の
高
さ
を
49
メ
ー
ト
ル
と
な
る
べ
く

低
く
し
た
こ
と
▽
軒の

き

庇び
さ
しや

屋
根
な
ど
に
木

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
木
の
温
か
み
が
感

じ
ら
れ
る
工
夫
を
し
た
こ
と
▽
最
上
階
の

外
周
に
約
８
５
０
メ
ー
ト
ル
の
回
廊
を
設

け
、
散
策
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
こ
と

―
―
な
ど
競
技
場
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
白
紙
撤
回
さ
れ
た
旧

案
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
英
国
の
建
築
家
ザ

ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
氏
の「
競
技
場
の
設
計
や

観
客
席
の
配
置
が
似
て
い
る
」と
い
う
指

権
が
誕
生
し

た
後
も
外
相

ポ
ス
ト
を
維

持
し
た
。
副

党
首
も
務
め

る
実
力
者
ら

し
く
、
会
見

で
も
隙
の
な

い
受
け
答
え

が
目
立
っ

た
。
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関
取
と
い
え
ば
口
下
手
が
通
り
相
場
だ

が
、
大
相
撲
初
場
所
で
日
本
出
身
力
士
と

し
て
10
年
ぶ
り
に
賜
杯
を
抱
い
た
大
関
・

琴
奨
菊
は
雄
弁
だ
っ
た
。
打
て
ば
響
く
よ

う
に
答
え
る
頭
の
回
転
の
速
さ
と
巧
み
な

表
現
力
。
控
室
で
は
温
顔
に
隠
さ
れ
た
し

に
一
番
き
つ
い
稽
古
を
し
て
自
信
を
持
っ

て
土
俵
に
上
が
れ
た
こ
と
」と
即
答
。
そ

の
上
で「
15
日
間
の
戦
い
は
気
力
が
大

事
」と
し
て「
奥
さ
ん
の
支
え
と
、
毎
日

同
じ
ル
ー
テ
ィ
ン
を
続
け
さ
せ
て
く
れ
た

若
い
衆
の
お
か
げ
」と
語
っ
た
。
初
優
勝

後
の
フ
ィ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
は「
予
想
を

超
え
る
反
応
に
戸
惑
っ
た
」と
言
い
な
が

ら
も
、「
い
ま
こ
そ
大
相
撲
を
発
信
す
る
チ

ャ
ン
ス
」と
受
け
止
め
、取
材
に
は
積
極
的

　
２
０
２
０
年
以
降
の
国
際
的
な
地
球
温

暖
化
対
策
の
枠
組
み
に
合
意
し「
歴
史

的
」と
評
価
さ
れ
た
昨
年
の
国
連
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
）。
議
長
を
務
め
た
フ
ラ
ン
ス
の

フ
ァ
ビ
ウ
ス
前
外
相
の
特
別
代
表
と
し
て

琴こ
と

奨し
ょ
う

菊ぎ
く

　
大
関

琴
は
「
今
に
王
に
な
る
字
」

綱
取
り
に
意
欲

写
真
・
共
同
通
信
社
提
供

ロ
ー
レ
ン
ス・ト
ゥ
ビ
ア
ナ

仏
気
候
変
動
交
渉
担
当
大
使（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
特
別
代
表
）

パ
リ
協
定
の
発
効
は

２
０
１
８
年
中
と
見
通
す

に
応
じ
て
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。

　
初
優
勝
に
花
を
添
え
た
妻
の
祐
未
さ
ん

に
つ
い
て
は「
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
て
く

れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
が
、
一
般
の
人
な

の
で
こ
れ
か
ら
は
私
が
壁
に
な
り
た
い
」

と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。
名
門
大
学
卒
の
帰
国
子

女
と
い
う
祐
未
さ
ん
と
結
婚
し
た
直
後
の

昨
年
７
月
場
所
で
は
、
大
関
陥
落
の
大
ピ

ン
チ
に
立
た
さ
れ
た
が「
本
当
に
つ
ら
い

思
い
を
さ
せ
た
。
今
後
は
絶
対
に
迷
惑
を

か
け
な
い
と
誓
っ
た
」と
言
う
。

　
そ
の
時
か
ら
始
め
た
新
た
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
に
つ
い
て
は「
柔
軟
な
球
体
の

よ
う
な
身
体
を
つ
く
る
た
め
」と
し
、
ア

ン
コ
型
の
巨
体
を
利
し
た
が
ぶ
り
寄
り
も

「
相
手
と
の
接
地
面
積
の
大
き
さ
が
圧
力

に
つ
な
が
る
」と
理
詰
め
の
分
析
。
売
り

物
の
立
ち
合
い
時
の
上
体
を
大
き
く
そ
ら

せ
る
仕
草
に
つ
い
て
は
、
会
場
の
ロ
イ
タ

ー
通
信
の
外
国
人
女
性
記
者
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
て「
琴
バ
ウ
ア
ー
」と
命
名
す

る
機
知
も
見
せ
た
。

　
３
月
場
所
に
は
三
代
目
若
乃
花
以
来
18

年
ぶ
り
の
日
本
出
身
横
綱
誕
生
へ
の
期
待

が
か
か
る
が
、
し
こ
名
の「
琴
」に
つ
い

て「
今
に
王
に
な
る
と
い
う
字
と
先
代
親

方（
元
横
綱
・
琴
桜
）に
教
わ
っ
た
」と
振

り
返
り
、「
皆
さ
ん
に
勇
気
と
感
動
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
自
分
の
た
め
に
も
頑
張

る
」と
意
欲
を
に
じ
ま
せ
た
。

時
事
通
信
出
身
　
泉
　
宏

で
、
中
国
と
米
国
と
い
う
２
大
排
出
国
の

動
向
が
そ
れ
を
左
右
す
る
。

　
記
者
会
見
で
は
、
国
際
会
議
出
席
の
た

め
に
来
日
す
る
前
に
北
京
を
訪
問
し
て
関

係
者
と
会
談
し
た
、
と
の
最
新
の
ニ
ュ
ー

ス
を
紹
介
。「
中
国
は
来
年
中
に
、
早
け

れ
ば
今
年
中
に
も
批
准
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
」と
述
べ
、「
米
国
で
は
大
統
領

選
挙
の
結
果
が
不
透
明
だ
が
、
多
く
の
企

業
が
合
意
を
支
持
し
て
お
り
、
協
定
は
18

年
中
に
も
発
効
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
」と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　「
09
年
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
締
約
国

会
議
の
失
敗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
国
が

積
極
姿
勢
を
失
わ
ず
、
合
意
に
こ
ぎ
着
け

た
。
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
は
着
実
に

前
に
進
ん
で
い
る
と
確
信
し
て
い
る
」と

語
っ
た
。

　
記
者
会
見
で
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
常

に
明
確
に
答
え
て
く
れ
る
の
が
ト
ゥ
ビ
ア

ナ
氏
の
持
ち
味
だ
。
大
幅
な
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
が
進
む
中
、
日
本
で
は
排

出
量
が
多
い
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
が

進
む
現
状
を
問
わ
れ
、「
日
本
政
府
も
大

幅
削
減
を
約
束
し
た
の
だ
か
ら
、
発
電
所

の
寿
命
が
来
る
前
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
の
置
き
換
え
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」と
警
告
す
る
こ
と
を

忘
れ
な
か
っ
た
。

共
同
通
信
社
編
集
委
員
　
井
田
　
徹
治

た
た
か
な
勝

負
師
の
本
音

も
吐
露
し

た
。

　
ま
ず「
初

場
所
で
の
強

さ
の
理
由
」

を
問
わ
れ
る

と「
世
間
が

休
む
お
正
月

合
意
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

　
産
業
革
命
以
来

の
気
温
上
昇
を
２

度
未
満
に
し
、
可

能
な
限
り
１
・
５

度
に
近
づ
け
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
全

て
の
国
が
排
出
削

減
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
で
合
意
し
た
パ

リ
協
定
に
つ
い
て
、「
会
議
前
に
は
誰
も

が
予
想
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
野
心
的
な

合
意
が
で
き
た
」と
胸
を
張
っ
た
。

　
気
候
変
動
研
究
の
専
門
家
と
し
て
国
際

交
渉
な
ど
へ
の
知
見
は
豊
富
で
、
そ
れ
を

武
器
に
14
年
の
代
表
就
任
以
来
、
各
国
を

飛
び
回
っ
た
。

　
パ
リ
で
高
ま
っ
た
モ
メ
ン
タ
ム
を
維
持

し
、
成
立
し
た
パ
リ
協
定
の
発
効
へ
の
道

筋
を
付
け
る
こ
と
が
次
の
大
き
な
課
題
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一
瞬
、
き
れ
い
だ
な
、
と
思
わ
せ
る
画

像
。
何
を
撮
っ
た
の
か
戸
惑
う
写
真
。
一

枚
一
枚
の
写
真
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。

そ
し
て
考
え
込
ま
せ
る
。

　
福
島
原
発
事
故
で
立
ち
入
り
禁
止
と
な

っ
た
町
を
歩
き
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続

け
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
も
通
い
、
や

は
り
無
人
と
な
っ
た
ア
パ
ー
ト
を
歩
き
、

記
録
し
た
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
立
ち
入
り
禁
止
区

域
で
16
階
建
て
団
地
の
屋
上
か
ら
見
る
と

紅
葉
が
広
が
っ
て
い
た
。「
奥
に
見
え
る
、

こ
こ
が
石
棺
で
す
。
自
然
に
の
み
込
ま
れ

る
難
破
船
の
よ
う
で
し
た
。
こ
っ
ち
の
写

真
は
室
内
に
木
が
育
っ
て
い
る
」。
横
長

の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
説
明
し
た
。

　
福
島
で
対
応
す
る
の
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
下
ろ
さ
れ
た
商
店
を
一
軒
一
軒
撮
影

し
、横
長
に
つ
な
い
だ
パ
ノ
ラ
マ
写
真
だ
。

散
乱
し
た
食
品
を
動
物
が
食
い
荒
ら
し
た

中な
か

筋す
じ

　純じ
ゅ
ん

　
写
真
家

見
え
な
い
放
射
能
災
害
を

可
視
化
す
る

ス
ー
パ
ー
の
惨
状
も
撮
っ
た
。
ど
れ
も
人

間
が
消
え
、
真
っ
昼
間
な
の
に
奇
妙
に
静

ま
り
返
っ
て
い
る
の
が
、視
覚
で
わ
か
る
。

　「
人
々
の
記
憶
、
土
地
の
歴
史
、
人
間

の
つ
な
が
り
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
核
災

害
は
強
制
終
了
さ
せ
て
し
ま
う
」

　
と
つ
と
つ
と
し
た
語
り
口
だ
が
、
写
真

に
劣
ら
ず
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
こ
と
ば
を

放
つ
。

　「
見
え
な
い
放
射
能
を
ど
う
す
れ
ば
見

え
る
よ
う
に
で
き
る
か
。
可
視
化
し
て
肉

体
感
覚
と
し
て
放
射
能
災
害
を
体
験
す

る
。身
体
の
中
に
入
っ
て
き
て
記
憶
す
る
。

写
真
に
語
ら
せ
る
、
と
い
う
か
」

　
写
真
集「
か
さ
ぶ
た
　
福
島
　T

he 
Silent V

iew
s

」（
東
邦
出
版
）を
出
版
し

た
ば
か
り
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
割
っ
て
育

つ
草
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
覆
う
緑
。

見
事
に
咲
い
た
桜
に
引
っ
か
か
る
ビ
ニ
ー

ル
片
。「
か
さ
ぶ
た
が
傷
を
癒
や
す
よ
う

に
、
植
物
が
人
間
の
作
っ
た
構
造
物
を
の

み
込
ん
で
い
ま
し
た
」

　
５
年
た
っ
た
無
人
の
町
で
写
真
家
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事 

中
井
　
良
則

　
当
ク
ラ
ブ
で
の
琴
奨
菊
関
会
見
の
翌

日
、
ス
ポ
ー
ツ
各
紙
に
は「
琴
バ
ウ
ア
ー

に
正
式
決
定
！
」「
土
俵
入
り
は
不
知
火

型
」の
大
き
な
見
出
し
が
躍
っ
た
。
い
ず

れ
も
こ
の
会
見
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
司
会
の
原
田
正
隆
企

画
委
員（
西
日
本
新
聞
、
右
㌻
上
写
真
）の

周
到
な
準
備
が
あ
っ
た
。

　
事
務
局
で
は
、
同
郷（
福
岡
県
）の
よ

し
み
で
原
田
さ
ん
に
司
会
を
お
願
い
し

た
。
原
田
さ
ん
は
、「
エ
ビ
反
り
動
作
」

の
命
名
で「
琴
」か「
菊
」か
の
論
争
が
続

い
て
い
る
の
を
知
り「
本
人
の
口
で
決
着

を
つ
け
さ
せ
る
」と
狙
い
を
定
め
た
。
さ

ら
に
横
綱
昇
進
時
の
土
俵
入
り
を
、
故
郷

ゆ
か
り
の
雲
竜
型
か
、
先
代
親
方
と
同
じ

不
知
火
型
か
の
選
択
も
標
的
に
し
た
。

　
２
つ
の
質
問
に
琴
奨
菊
関
は
最
初
、
回

答
を
か
わ
し
て
い
た
が
、
原
田
関
、
い
や
、

原
田
さ
ん
が
質
問
を
繰
り
返
す「
ガ
ブ
リ

寄
り
」で
攻
め
、
と
う
と
う
答
え
を
引
き

出
し
た
。
た
だ
、
琴
奨
菊
関
も
嫌
な
顔
も

せ
ず
、
最
後
は
外
国
人
女
性
記
者
を
突
然

指
名
し「
琴
バ
ウ
ア
ー
」を
選
ば
せ
る
究

極
の
返
し
技
を
披
露
し
て
、
意
外
性
あ
る

充
実
し
た
会
見
と
な
っ
た
。

　
原
田
さ
ん
は
運
動
専
門
記
者
で
は
な
い

が
、
念
入
り
な
準
備
が
相
手
か
ら
ニ
ュ
ー

ス
を
引
き
出
す
お
手
本
の
よ
う
な
名
司
会

だ
っ
た
。 

（
事
務
局
　
土
生
）

会
見
余
話

上・チェルノブイリ原発の作業員の街、プリピァチの学校やホテルの内部＝ウクライナ　下・スーパーに
は野生動物が跋扈した足跡がくっきりと残っていた＝福島県富岡町　左・バリケードで分断されても、桜
並木は季節を教えてくれる＝富岡町夜ノ森（いずれも中筋純さん提供）



No.553　2016.3.10　日本記者クラブ会報⃝ 10

岩手・宮城取材 団

●
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
被
災
地
取
材
団
の

日
程
は
別
名「
弾
丸
ツ
ア
ー
」と
呼
ば
れ

る
。
興
味
深
い
取
材
先
が
多
く
、
分
刻
み

の
日
程
に
追
わ
れ
る
か
ら
だ
。
総
勢
21
人

の
岩
手
・
宮
城
取
材
団
も
、
そ
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
。

　
初
日
は
、
大
船
渡
市
で
再
建
し
た
酔
仙

酒
造
の
金
野
連
社
長
の
会
見
や
蔵
の
見
学

な
ど
を
終
え
て
、
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
た
。
津
波
で
３
階
ま
で
浸
水
し

た
ホ
テ
ル
は
土
地
の
か
さ
上
げ
の
た
め
高

台
に
移
転
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
私
た
ち

が
最
後
の
団
体
客
だ
っ
た
。
近
く
に
飲
食

が
進
む
。
住
宅

地
を
造
成
す
る

高
台
を
つ
く
る

た
め
に
山
を
切

り
崩
し
、
そ
こ

か
ら
出
る
大
量

の
土
砂
を
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

で
運
ぶ
。
戸
羽

店
が
な
く
、
参
加
者
の
多
く
は

取
材
も
兼
ね
て
徒
歩
十
数
分
の

屋
台
村
に
向
か
っ
た
。

　
お
で
ん
屋
の
お
か
み
さ
ん
に

聞
く
と
、
屋
台
村
も
か
さ
上
げ

対
象
地
で
、
退
去
を
迫
ら
れ
て

い
た
。
年
齢
を
考
え
る
と
、
新

し
い
店
舗
の
営
業
再
開
は
難
し

い
と
い
う
。

　
２
日
目
は
、
市
街
地
が
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
、
約
１
８
０

０
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
陸
前
高

田
市
で
夕
方
ま
で
取
材
し
た
。

市
街
地
全
域
を
十
㍍
ほ
ど
か
さ

上
げ
す
る
大
規
模
な
土
木
工
事

た
。
砂
漠
の
よ
う
な
荒
涼
と
し
た

光
景
の
先
に
、
計
画
通
り
約
２
年

後
に
商
店
街
な
ど
が
建
っ
て
い
る

姿
を
想
像
す
る
こ
と
は
正
直
、
難

し
か
っ
た
。
戸
羽
市
長
は「
こ
の

５
年
間
を
検
証
し
て
ど
の
ル
ー
ル

を
変
え
れ
ば
、
次
の
大
災
害
が
起

き
た
時
で
も
対
応
で
き
る
の
か
を

考
え
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。
法

の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
国
に
注
文
を

付
け
て
き
た
市
長
の
言
葉
は
説
得

力
が
あ
っ
た
。

太
市
長
に
よ
る
と
、
10
ト
ン
の
ダ
ン
プ
カ

ー
だ
と
８
、
９
年
か
か
る
工
事
が
１
年
半

で
終
わ
っ
た
と
い
う
。

　
寒
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
盛
り
土
の
上
で
、

建
設
会
社
や
市
の
担
当
者
に
話
を
聞
い

　
児
童
７
人
が
犠
牲
に
な
り
、
両
親
を
亡

く
し
た
児
童
が
10
人
。
片
親
を
亡
く
し
た

児
童
が
50
人
を
超
え
た
高
田
小
学
校
の
木

下
邦
男
校
長
の
話
は
、
涙
な
し
で
は
聞
け

な
か
っ
た
。
学
校
再
開
に
当
た
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
ど
う
迎
え
る
か
苦
悩
し
た
と
い

う
。
励
ま
し
や
指
導
は
せ
ず
、
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
う
方
針
で
接
す
る
こ
と
を
決

め
た
そ
う
だ
。「
大
人
が
夢
を
持
っ
て
前

に
進
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切
」と
語

っ
て
い
た
木
下
校
長
の
話
は
、
も
っ
と
時

間
を
か
け
て
う
か
が
い
た
か
っ
た
。

　
痛
感
し
た
の
は
東
北
の
津
々
浦
々
を
襲

っ
た
津
波
の
被
害
の
甚
大
さ
だ
。
被
災
者

に
と
っ
て
は
毎
日
が
慰
霊
の
日
で
あ
る
。

震
災
５
年
は
単
な
る
通
過
点
に
過
ぎ
な
い

こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。

　
企
画
委
員
　
東
京
新
聞
社
会
部
長瀬

口
　
晴
義

陸前高田から大船渡に新工場を移して再起した
酔仙酒造。仕込み蔵の床下に発酵タンクがある

まだ通過点に過ぎない

岩
手
・
宮
城
取
材
団（
２
・
17
～
19
）

かさ上げ工事が進む陸前高田市の中心部。海側では防
潮堤工事も続く。下和野災害公営住宅の屋上から撮影

■
日
程（
２
泊
３
日
）
参
加
：
９
社
21
人

２
月
17
日（
水
）岩
手
県･

水
沢
江
刺
駅
集

合
、大
船
渡
市
へ
▼
三
陸
サ
イ
コ
ー
商
店
会
：

葛
西
祥
也
理
事
長
な
ど（
昼
食
）▼
酔
仙
酒

造
：
金
野
連
社
長
、
工
場
見
学
▼
三
陸
鉄
道
：

熊
谷
松
一
運
行
部
主
任
、
南
リ
ア
ス
線
盛さ
か
り

～
唐と
う
丹に

間
乗
車
▼
大
船
渡
泊

２
月
18
日（
木
）岩
手
県
陸
前
高
田
市
▼
　

下
和
野
災
害
公
営
住
宅
：
屋
上
か
ら
被
災
市

街
地
全
景
見
学
。
自
治
会
長
、
住
民
の
方
な

ど
▼
高
田
小
学
校
：
木
下
邦
男
校
長
▼
陸
前

高
田
市
役
所
：
戸
羽
太
市
長
会
見
▼
陸
前
高

田
未
来
商
店
街「
味
と
人
情
の
鶴
亀
鮨
」（
昼

食
）、
被
災
者
で
店
主
の
阿
部
和
明
さ
ん
▼

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
：
佐
々
木
誠
消
防
長
、

見
学
▼
か
さ
上
げ
工
事
現
場（
新
市
街
予
定

地
）、
被
災
し
た
タ
ピ
ッ
ク
45（
道
の
駅
）、

復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
館
、
奇
跡
の
一
本
松

な
ど
見
学
▼
普
門
寺
：
住
職
・
熊
谷
光
洋
さ

ん
▼
宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
移
動
▼
今
川
悟
・

気
仙
沼
市
議
会
議
員
▼
気
仙
沼
泊

２
月
19
日（
金
）▼
防
潮
堤
工
事
見
学（
今
川

議
員
同
行
）▼
気
仙
沼
市
役
所
：
菅
原
茂
市

長
会
見
▼
製
缶
工
場「
ミ
ヤ
カ
ン
」：
寺
田

正
志
社
長
、
工
場
見
学
▼
気
仙
沼
ニ
ッ
テ
ィ

ン
グ
：
御
手
洗
瑞
子
社
長
、
編
み
手
の
方
▼

南
三
陸
町
へ
移
動
▼
南
三
陸
町
役
場
：
佐
藤

仁
町
長
会
見
▼
被
災
し
た
防
災
対
策
庁
舎
見

学
▼
南
三
陸
病
院
・
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
：

佐
々
木
三
郎
事
務
長
、
院
内
見
学
▼
戸
倉
小

学
校
：
手
塚
泰
弘
防
災
担
当
教
諭
、
校
内
見

学
▼
宮
城
県
・
く
り
こ
ま
高
原
駅
解
散
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岩 手・宮城取材団

気仙沼港に設置される防潮堤　海が見える
ようにアクリル製の窓がついている

「ひとつ」が異なってゆく５年目

参
加
者
の
声

●
痛
切
な
思
い
行
間
で
伝
え
た
い
　
　

　
津
波
で
児
童
７
人
を
亡
く
し
、
多
く
の

子
ど
も
が
親
を
失
っ
た
高
田
小
（
陸
前
高

田
市
）。
木
下
邦
男
校
長
が
、
子
ど
も
た

ち
と
の
接
し
方
を
語
っ
た
際
、
嗚
咽
で
話

が
途
切
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。
被

災
者
に
と
っ
て
、
身
近
な
人
を
突
然
失
っ

た
深
い
悲
し
み
と
戸
惑
い
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
。
未
来
商
店
街
で
鶴
亀

鮨
（
同
）
を
営
む
阿
部
和
明
さ
ん
は
ユ
ー

●
厳
し
い
転
換
期
を
実
感

　
被
災
地
は
石
巻
市
へ
行
っ
た
２
０
１
２

年
以
来
だ
が
、
大
船
渡
市
か
ら
南
三
陸
町

ま
で
の
長
い
海
岸
線
と
移
動
時
間
を
体
感

し
て
初
め
て
、津
波
の
甚
大
さ
を
知
っ
た
。

こ
れ
も
ま
だ
一
部
と
思
う
と
気
が
遠
く
な

る
。
仮
設
か
ら
本
設
に
な
っ
た
商
店
会
、

か
さ
上
げ
工
事
の
盛
り
土
が
続
く
地
。
工

事
の
規
模
に
比
べ
て
静
か
に
見
え
た
人
の

営
み
に
被
災
地
の
厳
し
い
転
換
期
を
実
感

し
た
。

　「
震
災
後
６
年
、
７
年
も
来
て
く
れ
ま

す
か
？
」
と
尋
ね
た
陸
前
高
田
市
長
の
言

葉
が
重
く
心
に
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
東

北
を
取
り
残
し
て
い
な
い
か
。
遠
く
沖
縄

で
も
、
復
興
が
遅
れ
る
震
災
後
の
地
域
を

思
う
想
像
力
を
持
っ
て
お
き
た
い
。

琉
球
新
報
社
　
東
江
　
亜
季
子

かさ上げの盛り土に囲まれた震災の記憶　南三陸
町防災対策庁舎

●
３
日
目
は
、
ま
ず
気
仙
沼

市
朝
日
町
に
で
き
た
防
潮
堤

を
見
学
し
た
。

　
道
路
や
再
建
し
た
水
産
加

工
施
設
な
ど
が
集
積
す
る
場

所
で
建
設
用
地
が
な
い
た

め
、
こ
こ
の
防
潮
堤
は
直
立

型
。「
海
が
見
え
な
い
と
困

る
」と
の
住
民
要
望
で
、
分

厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
に
一
定
間
隔
で
ア
ク
リ
ル

製
の
窓（
60
×
１
５
０
㌢
メ

ー
ト
ル
）が
設
け
ら
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
直
壁
の
圧
迫
感

は
相
当
な
も
の
だ
。

　
同
行
す
る
市
会
議
員
の
今

川
悟
さ
ん
か
ら
は
、
前
夜
に
ホ
テ
ル
で
説

明
を
受
け
た
。
地
域
紙
の
三
陸
新
報
記
者

出
身
と
あ
っ
て
そ
の
内
容
は
詳
細
で
、
月

１
回
発
行
す
る「
復
興
レ
ポ
ー
ト
」は
被

災
地
で
取
材
を
続
け
る
各
社
の
記
者
た
ち

の
貴
重
な
参
考
資
料
に
な
っ
て
い
る
。

　
安
倍
首
相
夫
人
の
活
動
を
含
め
、
東
京

か
ら
は
巨
大
景
観
ば
か
り
注
目
さ
れ
が
ち

だ
が
、
後
背
地
の
か
さ
上
げ
や
危
険
災
害

区
域
の
設
定
と
も
絡
み
問
題
は
複
雑
だ
。

「
本
当
は
今
後
の
町
づ
く
り
に
生
か
す
べ

き
な
の
に
、
防
潮
堤
の
と
こ
ろ
で
住
民
に

対
立
構
造
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」

と
今
川
議
員
。

　
菅
原
茂
気
仙
沼
市
長
か
ら
も
合
意
形
成

に
苦
慮
す
る
姿
は
う
か
が
え
た
。
高
台
移

転
や
災
害
公
営
住
宅
の
数
が
分
散
し
て
い

る
の
は
、
浜
ご
と
の
生
業
や
集
落
を
壊
さ

な
い
よ
う
に
し
た
た
め
。「
そ
う
し
な
い
と

合
意
を
と
り
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
」と
再

建
の
難
し
さ
を
語
る
。
こ
の
５
年
を
振
り

返
っ
て
も「
い
ま
だ
解
を
見
つ
け
ら
れ
な

い
も
の
」と
し
て
合
意
形
成
を
挙
げ
た
。

　
南
三
陸
町
で
は
、
被
災
し
た
旧
防
災
対

策
庁
舎
を
震
災
遺
構
と
し
て
残
す
か
否
か

を
め
ぐ
っ
て
住
民
の
意
見
が
分
か
れ
た
。

周
辺
で
は
工
事
が
進
み
、
巨
大
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
ば
り
に
成
形
さ
れ
た
盛
り
土
に
囲
ま
れ

て
、
骨
組
み
に
な
っ
た
建
物
以
外
に
被
災

当
時
の
面
影
を
残
す
も
の
は
な
い
。

　
町
は
昨
年
末
、
宮
城
県
へ
と
建
物
を
引

き
渡
し
た
。
県
管
理
の
下
で
、
２
０
３
１

年
ま
で
結
論
を
先
送
り
し
た
形
だ
。「
周

辺
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。
そ
の
後

に
必
要
か
ど
う
か
議
論
す
れ
ば
い
い
」と

っ
て
い
く
。
経
営
力
や
利
益
と
い
う
共
通

目
標
が
物
を
言
う
民
間
企
業
の
再
建
に
比

べ
、
地
域
づ
く
り
に
は
手
間
が
か
か
り
、

そ
れ
が
さ
ら
に
時
間
を
引
き
延
ば
す
。
５

年
と
い
う
歳
月
の
過
酷
さ
が
こ
こ
に
あ
る
。

朝
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
高
橋
　
万
見
子

い
う
佐
藤
仁
町

長
の
判
断
を
責

め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
危
機
時
に
は

ひ
と
つ
に
な
る

気
持
ち
も
、
平

時
へ
と
移
行
す

る
に
つ
れ
考
え

方
や
価
値
観
は

人
ご
と
に
異
な

モ
ア
を
交
え
て
お
客
を
つ
な

ぎ
と
め
る
苦
労
話
を
し
て
く

れ
た
が
、
資
金
難
で
店
の
再

建
が
見
え
ず
、
深
刻
だ
。

　
震
災
５
年
を
節
目
に
特
集

記
事
で
紙
面
が
に
ぎ
わ
う
は

ず
だ
。
復
興
の
課
題
を
提
示

し
つ
つ
、
痛
切
な
思
い
を
行

間
で
伝
え
ら
れ
な
い
か
、
と

考
え
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
社
　
森
川
　
純
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福島・宮城取材 団

●
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
を
前
に
今
回

訪
れ
た
福
島
県
北
部
と
宮
城
県
南
部
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
材
団
の「
空
白
地
域
」だ

っ
た
。
複
数
の
取
材
先
か
ら
は「
震
災
後

し
ば
ら
く
の
間
、
報
道
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
」と
い
う
指
摘
も
聞
い
た
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
や
、
岩
手
県

か
ら
宮
城
県
北
部
の
リ
ア
ス
式
海
岸
を
襲

っ
た
津
波
被
害
に
目
は
向
き
が
ち
だ
。
だ

が
今
回
の
取
材
地
域
も
原
発
事
故
で
避
難

を
強
い
ら
れ
、
長
い
海
岸
線
を
津
波
が
襲

っ
た
。
こ
の
取
材
団
を
組
ん
だ
の
は
空
白

地
帯
を
埋
め
る
理
由
か
ら
だ
っ
た
。

　
２
日
間
の
駆
け
足
だ
っ
た
が
、
会
っ
た

方
々
か
ら
共
通
し
て
聞
い
た
の
は「
自
分

で
決
め
る
」と
い
う
言
葉
だ
っ
た
と
思

っ
た
と
い
う
。

　
政
府
が
４
月
中
に

避
難
指
示
解
除
の
方

う
。

　
福
島
県
飯
舘
村
か
ら
福
島
市
に
避
難

し
、
女
性
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
復

活
さ
せ
て
餅
や
漬
物
、
弁
当
な
ど
地
元
食

材
を
生
産
・
販
売
し
て
い
る「
か
ー
ち
ゃ

ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
会
長
の
渡

辺
と
み
子
さ
ん
は「
本
当
の
復
興
は
自
律

と
自
立
」と
話
し
た
。
食
材
の
放
射
線
物

質
の
チ
ェ
ッ
ク
に
は
独
自
の「
安
全
基

準
」を
決
め
た
。
厳
し
い
基
準
は
自
ら
の

手
足
を
縛
る
。
だ
が
風
評
被
害
を
は
ね
返

し
、
地
元
食
材
を
広
く
発
信
す
る
覚
悟
だ

は
ど
こ
で
も「
若
い
人
は
戻
っ
て
こ
な

い
」と
聞
か
さ
れ
た
。「
安
心
は
心
の
問

題
。
放
射
線
へ
の
考
え
方
は
百
人
百
様
。

ど
れ
も
が
正
し
い
」と
飯
舘
村
の
菅
野
典

雄
村
長
は
指
摘
す
る
。「
百
点
の
答
え
は

な
い
。
ベ
ス
ト
で
は
な
く
ベ
タ
ー
に
向
か

っ
て
進
む
し
か
な
い
」

　
前
向
き
に
取
り
組
む
人
た
ち
も
、
明
る

い
表
情
な
が
ら
苦
闘
の
日
々
だ
と
思
う
。

「
住
民
に
は
深
い
傷
を
負
っ
た
人
た
ち
が

い
る
。
自
立
で
き
る
政
策
を
国
に
は
求
め

た
い
」と
村
長
は
語
っ
た
。

　
菅
野
村
長
が「
震
災
後
、
仕
事
の
２
～

３
割
は
メ
デ
ィ
ア
と
の
闘
い
だ
っ
た
」と

話
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
東

京
・
世
田
谷
で
飯
舘
よ
り
も
高
い
濃
度
が

検
出
さ
れ
た
」と
い
う
報
道
を
例
に
挙
げ

「
現
象
を
報
道
す
る
だ
け
で
い
い
の
か
」

と
問
い
掛
け
る
指
摘
だ
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
副
委
員
長

川
上
　
高
志

針
を
示
し
な
が
ら
、
住
民
の
反
対

で
最
終
決
定
に
至
っ
て
い
な
い
南

相
馬
市
の
小
高
地
区
。「
小
高
ワ

ー
カ
ー
ズ
ベ
ー
ス
」の
和
田
智
行

さ
ん
は「
依
存
体
質
か
ら
の
脱

却
」と
語
っ
た
。
住
民
の
姿
が
ま

ば
ら
な
地
区
に
戻
り
、
人
が
集
ま

る
場
を
つ
く
り
、
仮
設
ス
ー
パ
ー

を
立
ち
上
げ
、食
堂
を
再
開
し
た
。

「
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す

れ
ば
、
人
が
出
入
り
し
地
域
経
済

が
よ
み
が
え
る
」と
取
り
組
む
39

歳
の
柔
軟
な
発
想
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
だ
っ
た
。

　
介
護
用
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
や
ド

ロ
ー
ン
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
支
援
の

厳しい現実と自立の取り組み

福
島
・
宮
城
取
材
団（
２
・
24
～
25
）

飯舘村の方言“までい”は真手（まて）からき
ている。両手で丁寧にお茶を出すときのよう
に暮らすことが大事だと菅野典雄村長（左）

■
日
程（
１
泊
２
日
）参
加
：
11
社
18
人

２
月
24
日（
水
）福
島
駅
集
合
▼
福
島
市
：

「
か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議

会
」渡
辺
と
み
子
会
長（
福
島
民
報
本
社
で
）

▼
同
会
運
営
の「
あ
ぶ
く
ま
茶
屋
」訪
問
▼

飯
舘
村
仮
役
場
：
菅
野
典
雄
村
長
会
見
▼
飯

舘
村
：
高
橋
幸
一
菊
池
製
作
所
取
締
役
、
工

場
見
学
▼
南
相
馬
市
小
高
区
：
和
田
智
行

「
小
高
ワ
ー
カ
ー
ズ
ベ
ー
ス
」社
長
の
説
明
、

案
内
で「
仮
設
ス
ー
パ
ー
東
町
エ
ン
ガ
ワ
商

店
」「
お
だ
か
の
ひ
る
ご
は
ん
」見
学
▼
大
森

プ
ラ
ン
ツ
：
佐
々
木
清
志
郎
社
長
、
バ
ラ
栽

培
見
学
▼
相
馬
市
泊

２
月
25
日（
木
）南
相
馬
市
原
町
区
：「
ベ
テ
ラ

ン
マ
マ
の
会
」番
場
さ
ち
子
代
表
、
小
鷹
昌

明
南
相
馬
市
立
総
合
病
院
医
師
▼
南
相
馬
ソ

ー
ラ
ー
・
ア
グ
リ
パ
ー
ク
：
運
営
団
体「
あ

す
び
と
福
島
」半
谷
栄
寿
代
表
理
事
▼
相
馬

市
役
所
：
立
谷
秀
清
市
長
会
見
▼
松
川
浦
漁

港
見
学
▼
宮
城
県
山
元
町
：
山
元
い
ち
ご
農

園
：
岩
佐
隆
社
長
▼
山
元
町
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ

放
送
局
り
ん
ご
ラ
ジ
オ
：
高
橋
厚
局
長
▼
仙

台
駅
解
散

山元町臨時災害FM局「りんごラジオ」
のスタジオ。来年3月までの放送延長
が決まっている

日
か
ら
操
業
を

再
開
し
た
と
い

う
。「
工
場
を

動
か
し
た
い
と

い
う
思
い
」と

担
当
者
は
説
明

し
た
。

　
た
だ
、
原
発

事
故
で
避
難
し

て
い
る
地
域
で

南相馬市小高区で、企業支援事業を進
める和田智行さん。ゼロからの出発の
地域だからこそ可能性は無限だという

企
業
、
菊
池
製
作
所
の
飯
舘
村
の
工
場
は

震
災
直
後
の
週
末
を
休
ん
だ
だ
け
で
月
曜
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福 島・宮城取材団

被災地が直面する地域分断

参加者の声●
現
場
か
ら
学
ぶ
不
屈
の
精
神

　「
風
化
、
風
評
と
闘
う
」。
被
災
地
に
足

場
を
置
く
新
聞
社
と
し
て
、
編
集
方
針
は

一
貫
し
て
い
る
。
一
方
で
、
冷
暖
房
の
効

い
た
編
集
局
に
鎮
座
し
て
い
る
だ
け
で

は
、
復
興
の
実
相
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
震
災
発
生
か
ら
間
も
な
く
５

年
。
現
場
感
覚
を
い
く
ら
か
で
も
鍛
え
直

そ
う
と
、
取
材
団
に
加
え
て
も
ら
っ
た
。

　
福
島
県
は
筆
者
の
初
任
地
だ
っ
た
。
懐

か
し
い
風
景
は
今
、
見
る
影
も
な
い
。
た

だ
、
今
回
出
会
っ
た
人
々
は
前
向
き
で
、

感
傷
主
義
と
は
無
縁
だ
っ
た
。「
１
０
０

の
課
題
か
ら
１
０
０
の
仕
事
を
生
み
出

す
」（
小
高
ワ
ー
カ
ー
ズ
ベ
ー
ス
・
和
田
智

行
社
長
）。「
不
屈
」も
編
集
方
針
に
刻
も

う
と
思
う
。�

河
北
新
報
社
　
鈴
木
　
素
雄

●
街
づ
く
り
へ
の
息
吹

　
避
難
指
示
が
続
く
南
相
馬
市
の
小
高
地

区
に
入
っ
た
。
和
田
智
行
さ
ん
は
小
高
出

身
だ
。
東
京
で
起
業
し
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
現
在
は
地
元
で
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
や
食
堂
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
ど
う
街
を
活
性
化
さ
せ
る
か
。
放
射
能

被
害
で
若
者
が
戻
ら
な
い
中
、
街
は
急
速

に
高
齢
化
が
進
む
。
そ
れ
は
20
年
後
の
日

本
全
体
の
姿
だ
。
そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
先

取
り
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
見
る
。
１

０
０
０
人
を
雇
用
す
る
一
つ
の
事
業
体
で

な
く
、
10
人
を
雇
用
す
る
１
０
０
の
事
業

体
が
あ
る
べ
き
だ
と
の
考
え
に
も
う
な
ず

け
る
。
前
向
き
な
姿
勢
に
元
気
づ
け
ら
れ

た
。�

毎
日
新
聞
社
　
伊
藤
　
正
志

●
「
狭
き
門
」
に
挑
む
人
々

　
聖
書
に「
狭
い
門
か
ら
入
り
な
さ
い
」

と
あ
る
。
イ
エ
ス
の
言
葉
だ
。
福
島
、
宮

城
で
出
会
っ
た
の
は
、
難
し
い「
狭
い
門
」

に
向
か
う
方
々
ば
か
り
。
制
限
区
域
で
起

業
す
る
和
田
さ
ん
。
子
ど
も
が
い
な
く
な

っ
た
地
区
で
、
中
学
生
一
人
の
た
め
に
塾

を
続
け
た
番
場
さ
ん
。「
若
者
が
い
な
い
」

「
働
き
手
が
少
な
い
」。
現
地
の
方
々
は

口
々
に
そ
う
言
う
。
被
災
地
の
課
題
の
根

本
は
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
日
本
全
体
の

問
題
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
行
動
し
、

一
人
の
人
生
や
、
地
域
を
確
実
に
変
え
て

い
た
。「
行
い
の
な
い
信
仰
は
死
ん
だ
も

の
」だ
が
、
小
さ
な
信
念
と
行
動
は
、
希

望
を
与
え
る
カ
ギ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
　
小
林
　
拓
馬

●
２
日
目
は
、
福
島
県
南
相

馬
市
や
宮
城
県
山
元
町
で
復

興
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
人
た
ち
を
取
材
す

る
と
と
も
に
、
福
島
県
相
馬

市
の
立
谷
秀
清
市
長
か
ら
大

震
災
当
時
の
状
況
と
今
後
の

課
題
を
聞
い
た
。

　
行
く
先
々
で
聞
い
た
話

は
、
ど
れ
も
心
に
深
く
刻
ま

れ
た
。
福
島
第
一
原
発
か
ら

の
距
離
を
示
す
地
図
を
見
る

と
、
南
相
馬
市
を
20
㌔
と
30

㌔
の
線
が
走
る
。
避
難
指
示

区
域
を
表
示
す
る
地
図
だ

と
、
同
市
は
取
材
時
点
で
は
帰
還
困
難
区

域
、
居
住
制
限
区
域
、
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
、
そ
し
て
何
も
な
い
地
域
の
４
つ

に
色
分
け
さ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
実
際
に
色
で
塗
り
分
け
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
何
か
の
線
が

引
か
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
同
市
で

若
い
母
子
と
高
齢
者
の
支
援
を
す
る「
ベ

テ
ラ
ン
マ
マ
の
会
」の
番
場
さ
ち
子
代
表

は「
同
じ
市
民
な
の
に
線
引
き
さ
れ
た
こ

と
で
補
償
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
、
住
民

感
情
に
し
こ
り
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
」と

語
っ
た
。

　
最
高
16
㍍
の
津
波
被
害
を
受
け
た
山
元

町
で
、
基
幹
産
業
の
い
ち
ご
栽
培
を
法
人

化
に
よ
っ
て
再
開
し
た
山
元
い
ち
ご
農
園

の
岩
佐
隆
社
長
か
ら
は「
同
じ
宮
城
県

内
、
同
じ
山
元
町
内
の
中
で
も
風
化
が
進

行
し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
オ
ー
ル
東
北
、

オ
ー
ル
宮
城
県
、
オ
ー
ル
山
元
町
で
頑
張

ら
な
い
と
い
け
な
い
の
に
」と
い
う
話
を

聞
い
た
。

　
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
、
風
評
と
幾

重
も
の
被
害
を
受
け
た
被
災
地
は
地
域
分

断
と
い
う
事
態
に
も
直
面
し
て
い
る
と
い

う
。
被
災
地
に
地
域
分
断
を
強
い
る
一
方

で
、
被
災
地
の
外
に
い
る
私
た
ち
は
、
被

災
地
と
の
間
に
分
厚
い
分
断
線
を
設
け
て

安
穏
と
し
て
い
る
。
５
年
前
に
掲
げ
ら
れ

た「
オ
ー
ル
日
本
」は
、
ま
や
か
し
だ
っ

た
の
か
。自
省
ば
か
り
の
取
材
と
な
っ
た
。

西
日
本
新
聞
社
論
説
委
員
　
大
西
　
直
人

飯舘村の菊池製作所工場は、住民が消えた避難区域にある
が工員が村外から通勤して操業を続けてきた。重労働支援の
マッスルスーツ製造で大きな注目を浴び、取材団も試着した

福島第一原発から20キロ圏内の南相馬市小高区で
は、市街地での除染作業が依然、続いていた。作業は
３月末に終了予定だが、避難区域解除の判断を待つ
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石
巻
市
北
部
の
北
上

川
河
口
に
位
置
す
る
長

面
浦
は
、
細
い
水
路
で

太
平
洋
と
つ
な
が
る
内

海
だ
。山
々
に
囲
ま
れ
、

穏
や
か
な
潟
が
広
が

る
。
東
日
本
大
震
災
ま

で
、
西
岸
の
長
面
、
東

岸
の
尾
崎
の
両
集
落
に

約
７
０
０
人
が
暮
ら

し
、「
お
金
の
他
に
は

何
で
も
あ
る
」と
自
慢

す
る
豊
か
な
地
域
だ
っ

た
。

　
津
波
で
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
、
と
も
に
災

害
危
険
区
域
に
な
っ

た
。
一
帯
の
が
れ
き
は

撤
去
さ
れ
、
更
地
や
湿

え
る
人
…
…
。
彼
ら
の
５
年
を
記
録
に
と

ど
め
よ
う
と
連
載
を
始
め
た
。

　
両
地
区
で
は
１
１
５
人
が
死
亡
、
行
方

不
明
に
な
っ
た
。
遺
族
の
取
材
は
欠
か
せ

な
い
。
あ
る
男
性
は
両
親
と
妻
の
３
人
の

行
方
が
今
も
分
か
ら
な
い
。
当
時
は
仕
事

で
家
を
留
守
に
し
て
お
り
、
３
人
は
自
宅

で
犠
牲
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　「
こ
の
５
年
、
３
人
は
一
度
も
夢
に
現

れ
な
い
。
な
ぜ
逃
げ
な
か
っ
た
と
俺
に
怒

ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」。

男
性
は
つ
ぶ
や
く
。さ
み
し
さ
の
あ
ま
り
、

霊
媒
師
の
元
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。「
誰
も
あ
な
た
を
責
め
て
い
な
い
」

と
聞
き
、
安
心
し
た
。
そ
れ
で
も
、
喪
失

感
は
埋
め
ら
れ
な
い
。

　
遺
族
を
取
材
す
る
た
び
、
い
つ
も
考
え

る
。
ど
こ
ま
で
聞
き
、
ど
こ
ま
で
書
く
べ

き
か
。不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
い
な
い
か
。

正
解
は
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
悩
む
。
記
事
に
な
っ
て
反
応
が
あ
れ

ば
安
心
す
る
。
そ
の
繰
り
返
し
だ
。

　
担
当
す
る
石
巻
市
の
半
島
沿
岸
部
に
は

75
の
浜
が
あ
り
、
全
て
が
被
災
し
た
。
両

地
区
に
限
ら
ず
、
各
浜
に
書
く
べ
き
話
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
中
心
市

街
地
の
ま
ち
づ
く
り
や
震
災
遺
構
保
存
の

是
非
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
自
立
と
災
害
公

の
巨
大
さ
を
前
に
、
自
分
の
力
の
な
さ
に

呻
吟
し
た
５
年
間
だ
っ
た
。

　
振
り
返
れ
ば
、「
東
日
本
大
震
災
」の

文
字
の
な
い
記
事
を
書
い
た
こ
と
が
ど
れ

ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
。
入
社
後
、
す
ぐ
に
津

波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
名
取
市
の
閖

上
地
区
に
足
を
踏
み
入
れ
、
戦
場
と
見
ま

が
う
破
壊
の
跡
に
衝
撃
を
受
け
た
。
遺
体

安
置
所
で
遺
族
を
待
ち
、
警
察
担
当
と
し

て
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
も
通
っ
た
。

　
避
難
所
で
の
コ
メ
ン
ト
取
り
に
始
ま

り
、
被
災
者
へ
の
取
材
は
今
も
続
く
。
時

間
の
推
移
と
と
も
に
仮
設
住
宅
を
回
り
、

災
害
公
営
住
宅
を
訪
ね
る
。「
あ
ん
た
に

話
し
て
な
ん
と
か
な
る
の
か
」と
言
わ
れ

た
こ
と
は
数
え
切
れ
な
い
。

　
膝
詰
め
で
話
を
聞
き
、
取
材
が
一
段
落

す
る
と
質
問
さ
れ
る
。「
記
者
さ
ん
は
震

災
の
時
に
ど
こ
に
い
た
の
」。
い
つ
も
一

瞬
、
答
え
に
詰
ま
る
。
当
時
は
大
学
の
卒

業
を
控
え
、
秋
田
市
の
自
宅
に
い
た
。
震

災
を
経
験
し
て
い
な
い
。そ
う
告
げ
る
と
、

決
ま
っ
て「
気
に
し
な
く
て
い
い
の
よ
」

と
声
を
掛
け
て
も
ら
う
が
、
申
し
訳
な
さ

で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

　
心
の
中
で
思
う
。
こ
の
や
ま
し
さ
が
な

く
な
っ
た
時
こ
そ
、
被
災
地
が
復
興
し
た

時
な
の
だ
ろ
う
と
。
い
つ
か
そ
の
日
が
来

る
ま
で
、
書
き
続
け
た
い
。

（
た
か
は
し
・
き
み
ひ
こ
　
石
巻
総
局
）

　日本記者クラブ会報では、3月号に震災報道の特集を組んでき
ました。今年は報道人としての道を歩み出す直前に震災が発生し、
混乱のなか現場に飛び出した2011年4月入社の5年生記者6
人に寄稿していただきました。

こ
の「
や
ま
し
さ
」が
な
く
な
る
日
ま
で

�

■
河
北
新
報
社
　
高
橋
　
公
彦

地
が
広
が
る
。「
昔
の
姿
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
誰
も
こ
こ
に
町
が
あ
っ
た
と
は
分
か

ら
な
い
」。
市
外
か
ら
の
来
訪
者
だ
け
で

な
く
、住
民
で
さ
え
も
異
口
同
音
に
語
る
。

　
震
災
か
ら
５
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

昨
年
春
か
ら
集
落
に
通
っ
た
。
約
20
キ
ロ

離
れ
た
内
陸
部
の
仮
設
住
宅
か
ら
通
っ
て

漁
業
を
続
け
る
若
者
、
地
区

を
離
れ
て
も
祭
り
を
守
ろ
う

と
奮
闘
し
て
い
る
住
民
た

ち
、
古
里
へ
の
思
い
を
胸
に

移
転
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

営
住
宅
移
転
後
の
支
援
、

担
い
手
の
減
少
が
続
く
農

水
産
業
の
今
後
な
ど
、
被

災
地
の
課
題
は
山
積
み

だ
。
震
災
と
い
う
テ
ー
マ

上・震災直後の石巻市門脇＝2011年3月18日
下・現在＝2016年2月11日（河北新報社提供）

特集　3・11から5 年5年生記者は今
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「
あ
な
た
で
良
か
っ
た
」を
支
え
に

�

■
岩
手
日
報
社
　
佐
々
木
　
理
紗

上・震災から2日後の大槌町中心部＝2011年3月13日、大
槌町・城山公園　下・現在＝2016年2月15日（岩手日報社提供）

　
道
路
が
波
打
つ
。
付
近
の
店
舗
か
ら
人

が
飛
び
出
す
。
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
。
思
わ

ず
悲
鳴
を
上
げ
、
身
を
守
っ
た
。
入
社
を

数
週
間
後
に
控
え
た
２
０
１
１
年
３
月
11

日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
内
陸

部
の
盛
岡
市
で
販
売
店
研
修
の
新
聞
拡
張

営
業
に
回
っ
て
い
た
私
の
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
の
は
、
車
内
の
ワ
ン
セ
グ
放
送
に

映
し
出
さ
れ
る
沿
岸
部
の
津
波
。
ど
う
し

た
ら
い
い
か
分
か
ら
ず
、
た
だ
見
つ
め
る

し
か
な
か
っ
た
。

　「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」。
漠

に
不
安
が
押
し
寄
せ
た
。

　
あ
れ
か
ら
間
も
な
く
５
年
。県
政
担
当
、

一
関
支
社
勤
務
を
経
験
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
に
被
災
地
で
取
材
を
行
っ
て
き
た
。

中
で
も
印
象
深
い
の
は
、
震
災
１
年
後
か

ら
掲
載
し
て
い
る
追
悼
特
集「
忘
れ
な

い
」。
震
災
犠
牲
者
の
人
柄
と
顔
写
真
を

掲
載
し
、「
生
き
た
証
し
」を
残
そ
う
と

始
ま
っ
た
特
集
だ
。

　
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
遺
族
に「
故
人

の
お
人
柄
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」と
声

を
掛
け
る
の
は
、
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ

と
だ
っ
た
。
大
き
く
く
く
れ
ば「
被
災
地
」

の
岩
手
で
も
、
内
陸
と
沿
岸
の
被
災
状
況

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
内
陸
か
ら
来

た
私
の
言
葉
や
態
度
が
遺
族
の
心
の
傷
を

深
く
し
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
い
う
恐
怖

は
常
に
あ
っ
た
。

　
昨
年
末
、
震
災
か
ら
５
年
の
報
道
に
向

け
た
被
災
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
材
に
携
わ

っ
た
。「
忘
れ
な
い
」で
出
会
っ
た
遺
族

の
み
な
さ
ん
に
現
在
の
暮
ら
し
や
心
の
状

況
を
聞
い
た
。
回
答
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る

悲
し
さ
や
悔
し
さ
、
将
来
へ
の
不
安
、
復

興
が
進
ま
な
い
も
ど
か
し
さ
。
心
の
声
が

端
々
に
に
じ
ん
で
い
た
。
ど
れ
だ
け
時
間

が
過
ぎ
て
も
、
被
災
者
の
心
は
な
か
な
か

癒
や
さ
れ
な
い
。「
あ
の
日
」で
時
間
が

止
ま
っ
た
人
は
想
像
以
上
に
多
か
っ
た
。

は
い
つ
ま
で
も
聞
こ
う
と
思
う
。
心
の
傷

に
触
れ
る
の
が
怖
い
、
つ
ら
い
話
題
で
申

し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
に
は「
震
災
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
思
い
が
多
く

見
ら
れ
た
。
同
じ
県
民
と
し
て
、
発
信
手

段
を
持
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
そ
の
役
割

の
一
端
を
担
い
た
い
。

　
現
在
は
教
育
分
野
を
担
当
し
て
い
る
。

ま
だ
半
年
だ
が
、
震
災
が
教
育
現
場
に
与

え
た
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
る
。「
津

波
」の
言
葉
を
聞
い
た
だ
け
で
震
え
だ
し

て
し
ま
う
子
や
、
つ
ら
さ
を
表
現
で
き
ず

内
に
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
子
。
内
陸
に
転

勤
し
、
被
災
体
験
を
語
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
教
員
も
い
る
。

　
一
方
で
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
命
を
救

う
仕
事
や
地
域
を
支
え
る
仕
事
を
志
し
た

学
生
た
ち
も
少
な
く
な
い
。
現
場
の
葛
藤

や
、
痛
み
を
抱
え
な
が
ら
も
未
来
へ
向
か

う
姿
を
伝
え
た
い
。

　
震
災
取
材
を
通
し
、
誰
か
の
救
い
に
な

る
よ
う
な
記
事
を
書
く
こ
と
、
誠
実
で
あ

る
こ
と
が
目
標
に
な
っ
た
。
人
の
役
に
立

ち
た
い
と
の
思
い
が
、
私
の
記
者
と
し
て

の
原
点
だ
。
被
災
体
験
を
聞
か
せ
て
く
れ

た
人
か
ら
の「
こ
の
取
材
が
あ
な
た
で
良

か
っ
た
。
大
切
な
宝
物
が
で
き
ま
し
た
」

の
一
言
が
私
を
支
え
、
き
ょ
う
も
背
筋
を

伸
ば
し
て
く
れ
る
。

（
さ
さ
き
・
り
さ
　
報
道
部
教
育
担
当
）

然
と
し
た
不
安
を
抱
え
な

が
ら
４
月
に
入
社
。
警
察

担
当
と
し
て
の
勤
務
に
も

少
し
は
慣
れ
た
５
月
、
休

日
を
利
用
し
被
災
地
の
大

槌
町
を
初
め
て
訪
れ
た
。

人
の
声
が
し
な
い
町
に
、

が
れ
き
を
片
付
け
る
重
機

の
音
だ
け
が
響
く
光
景
は

今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
被

害
の
大
き
さ
を
実
感
し
、

「
こ
れ
ほ
ど
の
震
災
と
向

き
合
い
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
」と
一
気

　
現
状
を
目
の

当
た
り
に
し
、

被
災
地
か
ら
離

れ
て
し
ま
っ
て

い
た
自
分
を
恥

じ
た
。
被
災
地

か
ら
内
陸
に
戻

れ
ば
、
私
に
は

被
災
者
が
失
っ

た「
普
通
の
生

活
」
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、

遺
族
が
話
し
た

い
と
思
っ
た
時

3 ・11から5年　特集 5年生記者は今
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し
て
宮
城
県
に
隣
接
す
る
沿
岸
北
部
の
新

地
町
で
取
材
し
た
。
津
波
の
際
に
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
の
踏
切
で
遮
断
機
が
下
り
た
ま
ま
に

な
り
、
踏
切
に
従
っ
た
町
民
が
津
波
で
犠

牲
に
な
っ
た
、
と
い
う
情
報
が
入
り
、
町

に
で
き
た
約
50
戸
の
仮
設
住
宅
で
被
災
当

時
の
話
を
聞
き
取
っ
た
。
事
情
を
説
明
す

る
と
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
多
く
、
地
元

紙
に
寄
せ
ら
れ
る
信
頼
を
感
じ
た
。
全
戸

を
訪
ね
た
が
実
際
に
犠
牲
に
な
っ
た
人
を

知
る
住
民
は
お
ら
ず
、
情
報
の
真
偽
は
分

か
ら
な
か
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
大
地
震
時
に
踏
切
の
遮

断
機
が
下
り
た
ま
ま
に
な
る
設
定
に
し
て

お
り
、
大
津
波
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
先
輩
記
者
の
助
言
を

得
て
紙
面
に
載
せ
、
危
う
さ
を
指
摘
で
き

た
。
現
在
、
復
旧
作
業
中
の
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

は
、
踏
切
を
立
体
交
差
に
変
え
る
方
向
で

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
入
社
２
年
目
か
ら
沿
岸
南
部
に
位
置
す

る
い
わ
き
支
社
報
道
部
所
属
と
な
り
、
い

わ
き
市
や
双
葉
郡
町
村
を
取
材
し
た
。
市

内
に
は
仮
設
住
宅
が
33
カ
所
あ
り
、
32
カ

所
が
原
発
事
故
で
双
葉
郡
か
ら
避
難
す
る

住
民
に
充
て
ら
れ
た
。
ア
パ
ー
ト
や
親
戚

宅
な
ど
を
含
め
て
郡
内
か
ら
２
万
４
０
０

０
人
が
避
難
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
職
人
だ
っ
た
あ
る
男
性
は
居
場
所
を
失

い
、
体
調
を
崩
し
た
。
楽
し
そ
う
に
花
を

育
て
て
い
た
女
性
は
古
里
の
話
題
に
な
る

と「
自
慢
だ
っ
た
庭
は
荒
れ
果
て
て
し
ま

っ
た
」と
涙
を
落
と
し
た
。
人
口
増
加
に

よ
る
市
内
の
地
価
高
騰
や
交
通
渋
滞
へ
の

不
満
、
東
京
電
力
の
賠
償
金
が
支
払
わ
れ

る
双
葉
郡
の
避
難
住
民
と
支
払
わ
れ
な
い

市
民
と
の
間
の
不
公
平
感
な
ど
か
ら
、
肩

身
の
狭
い
思
い
を
す
る
避
難
者
も
い
た
。

　
そ
れ
で
も
、
避
難
区
域
再
編
で
自
宅
へ

自
由
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
と
取
材
に
応

じ
て
く
れ
る
人
が
増
え
た
。
住
み
慣
れ
た

わ
が
家
に
帰
れ
な
い
不
安
が
、
ど
れ
だ
け

心
の
負
担
に
な
っ
て
い
た
か
を
痛
感
し
た
。

　
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
本
社
報
道
部
へ

移
り
、
県
庁
所
在
地
の
福
島
市
政
を
担
当

し
て
い
る
。
市
民
の
不
安
は
原
発
事
故
由

来
の
放
射
性
物
質
だ
が
、
除
染
が
進
み

徐
々
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　
一
方
、
原
発
の
廃
炉
は
30
年
か
ら
40
年

か
か
る
と
さ
れ
る
。
市
内
の
避
難
者
向
け

公
営
住
宅
で
は「
古
里
に
帰
る
の
は
諦
め

た
」と
話
す
人
も
い
る
が「
元
気
な
体
で

戻
り
た
い
」と
運
動
を
欠
か
さ
な
い
高
齢

者
も
い
る
。

　
読
者
に
寄
り
添
い
復
興
を
見
届
け
る
責

務
が
地
元
紙
に
は
あ
る
。
複
合
災
害
の
現

実
を
直
視
し
よ
う
と
取
り
組
ん
だ
５
年
間

だ
っ
た
。
自
分
に
は
も
う
入
社
時
に
感
じ

た
気
後
れ
は
な
い
。

（
か
ん
の
・
さ
と
し
　
報
道
部
記
者
）

入
社
時
の
気
後
れ
は
も
う
な
い

�

■
福
島
民
報
社
　
菅
野
　
聖

　
東
日
本
大
震
災
発
生
時
は
新
潟
大
卒
業

を
前
に
関
西
地
方
を
旅
し
て
い
た
。
乗
っ

て
い
た
電
車
が
一
時
停
止
し
、
車
内
が
少

し
揺
れ
た
。
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
が
、

神
戸
新
聞
の
号
外
で
大
地
震
と
大
津
波
の

発
生
を
知
っ
た
。
福
島
県
二
本
松
市
の
家

族
へ
電
話
し
、
互
い
の
無
事
を
確
か
め
て

ほ
っ
と
し
た
。
予
定
通
り
３
月
11
日
の
夜

行
バ
ス
で
大
阪
か
ら
新
潟
へ
戻
っ
た
。
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
水
素
爆
発
は
学

生
寮
の
テ
レ
ビ
で
見
た
。

　
退
寮
日
に
実
家
か
ら
迎
え
に
来
た
両
親

は
、
制
限
な
く
給
油
で
き
る
と
い
う
当
然

の
こ
と
を
喜
ん
だ
。
福
島
県
内
で
は
物
流

が
停
止
し
、
深
刻
な
燃
料
不
足
だ
っ
た
。

家
に
向
か
う
車
内
で
マ
ス
ク
を
着
け
、
暖

房
を
消
し
閉
め
切
っ
た
窓
の
外
は
、
い
つ

も
と
違
っ
て
見
え
た
。
入
社
し
て
自
分
に

何
が
で
き
る
か
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。

　
４
月
１
日
に
福
島
市
の
本
社
で
入
社
式

に
臨
ん
だ
。
最
初
の
仕
事
は「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」で
、
高
齢
独
居
老
人
宅
の
片
付
け

な
ど
を
手
伝
っ
た
。
地
震
の
揺
れ
が
話
題

に
な
り
、
経
験
し
て
い
な
い
自
分
は
震
災

を
共
有
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
た
。

　
震
災
か
ら
約
半
年
後
、
社
会
部
記
者
と

上・津波を受け大破した福島県いわき市岩間町の防波堤。
道路付近まで流された＝2011年3月12日
下・復旧工事が進む同町の海岸線付近。今も壊れた防波
堤が残る＝2016年2月4日（福島民報社提供）

６
月
。
津
波
に
の
ま
れ
て
見
渡
す
限
り
が

荒
廃
し
た
沿
岸
部
に
、
た
だ
た
だ
息
を
の

ん
だ
。
原
発
事
故
で
住
民
が
消
え
、
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
南
相
馬
市
の
避
難

区
域
。
立
ち
入
り
が
自
由
化
さ
れ
た
12
年

４
月
時
点
で
は
、
津
波
で
被
災
し
た
車
両

が
町
中
に
転
が
っ
て
い
た
。
南
相
馬
市
に

隣
接
し
、
全
域
が
避
難
区
域
と
な
っ
て
い

る
浪
江
町
の
沿
岸
に
は
13
年
４
月
、
車
だ

け
で
な
く
至
る
所
に
被
災
し
た
漁
船
が
横

た
わ
っ
て
い
た
。
全
て
の
光
景
が
、
取
材

相
手
の
話
を
基
に
膨
ら
ま
せ
た
イ
メ
ー
ジ

や
紙
面
・
テ
レ
ビ
で
見
る「
被
災
地
」を

は
る
か
に
超
え
て
い
た
。

　
今
で
も
原
発
事
故
の
避
難
区
域
や
沿
岸

部
を
訪
れ
る
た
び
に
、
地
元
紙
の
記
者
と

し
て
、
実
際
に
現
地
を
見
る
大
切
さ
を
痛

感
す
る
。
震
災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
こ
う

し
た
土
地
が
復
旧
し
て
い
く
様
子
を
見
る

の
は
何
よ
り
う
れ
し
い
し
、
地
元
紙
の
記

者
と
し
て
伝
え
続
け
る
意
義
を
再
確
認
で

き
る
。

　
一
方
、
い
ま
だ
に
仮
設
住
宅
に
身
を
寄

せ
、
将
来
へ
の
不
安
を
払
拭
で
き
ず
に
い

る
人
が
大
勢
い
る
。
県
土
が
再
生
す
る
明

る
い
側
面
だ
け
で
な
く
、
時
間
が
た
っ
た

か
ら
こ
そ
被
災
住
民
が
抱
え
る
悩
み
や
課

題
を
つ
ぶ
さ
に
報
じ
る
こ
と
も
自
分
の
使

命
だ
。未
曽
有
の
災
害
だ
か
ら
こ
そ
、さ
さ

い
な
変
化
に
も
鋭
敏
に
反
応
し
続
け
た
い
。

（
た
に
ぐ
ち
・
り
ゅ
う
じ
　
相
馬
支
局
長
）
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「
未
経
験
の
壁
」現
場
取
材
で
超
え
た
い

�

■
福
島
民
友
新
聞
社
　
谷
口
　
隆
治

上・押し寄せた津波で被災家屋のがれきが田んぼ一
面を埋め尽くした。後方は新地発電所＝2011年3
月12日、相馬市原釜　下・太陽光パネルで敷き詰
められた現在＝2016年2月20日（福島民友新聞社提供）

　
東
日
本
大
震
災
の
年
に
入
社
し
、
２
年

目
の
２
０
１
２（
平
成
24
）年
か
ら
３
年

間
、南
相
馬
市
を
拠
点
に
取
材
し
て
き
た
。

同
市
は
福
島
県
内
で
最
多
の
６
３
６
人
が

津
波
で
犠
牲
に
な
り
、
市
の
一
部
が
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
避
難
区

域
に
指
定
さ
れ
た
場
所
だ
。
15
年
春
の
異

動
に
伴
い
、
現
在
は
同
市
の
北
隣
に
位
置

す
る
相
馬
市
と
新
地
町
を
担
当
し
て
い

る
。

　
こ
の
５
年
間
、
沿
岸
市
町
村
を
中
心
に

多
く
の
方
の
涙
、
苦
悩
、
怒
り
に
触
れ
た
。

そ
の
中
で
こ
そ
光
る
笑
顔
も
あ
っ
た
。
５

年
の
節
目
を
迎
え
、
被
災
住
民
の
感
情
に

色
を
付
け
ず
正
し
く
発
信
し
続
け
る
こ
と

が
自
分
の
職
責
だ
と
再
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
非
日
常
が
日
常
に
な
っ
た

福
島
県
で
、「
震
災
慣
れ
」し
て
い
な
い

か
を
自
問
自
答
す
る
姿
勢
が
何
よ
り
大
切

だ
と
感
じ
る
。

　
震
災
が
起
き
た
時
、
私
は
卒
業
を
目
前

に
控
え
る
東
京
の
大
学
生
だ
っ
た
。
テ
レ

ビ
で
繰
り
返
さ
れ
る
津
波
の
映
像
に
身
震

い
し
、
福
島
市
の
実
家
に
住
む
両
親
と
連

絡
が
取
れ
た
の
は
日
付
が
変
わ
っ
て
か
ら

だ
っ
た
。
引
っ
越
し
の
宅
配
便
や
福
島
へ

帰
る
新
幹
線
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
大
学
の
卒

業
式
も
中
止
に
な
っ
た
。
荷
物
を
友
人
宅

に
預
け
、
新
年
度
の
直
前
に
再
運
行
し
た

夜
行
バ
ス
で
な
ん
と
か
福
島
へ
戻
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
大
学
生
活
の
最
終
盤

か
ら
一
切
の
現
実
感
が
な
い
ま
ま
、
私
の

記
者
生
活
は
始
ま
っ
た
。

　
入
社
後
１
カ
月
の
研
修
を
終
え
て
記
者

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
初
任
地
の
福
島
市

で
毎
日
、避
難
所
の
体
育
館
を
取
材
し
た
。

段
ボ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
た
だ
け
の
空
間
に

数
百
人
が
過
ご
す
光
景
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
避
難
所
で
取
材
を
始
め
て
す
ぐ

に
、「
３
・
11
」に
自
分
が
県
外
に
い
た

人
間
で
、
震
災
の
経
験
を
県
民
と
共
有
し

て
い
な
い
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

　
県
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
被
災
の
度
合

い
は
違
う
が
、
震
災
当
日
の
混
乱
や
空
気

を
知
ら
な
い
私
に
と
っ
て
、
避
難
所
で
取

材
相
手
と
交
わ
す
言
葉
の
一
つ
一
つ
に
、

現
実
味
が
湧
か
な
か
っ
た
。
原
発
事
故
で

古
里
を
追
わ
れ
た
人
、
津
波
で
自
宅
が
全

壊
し
た
人
、
家
族
を
亡
く
し
た
人
―
。
壮

絶
な
体
験
を
聞
い
た
後
で
、「
大
変
で
し

６
月
。
津
波
に
の
ま
れ
て
見
渡
す
限
り
が

荒
廃
し
た
沿
岸
部
に
、
た
だ
た
だ
息
を
の

ん
だ
。
原
発
事
故
で
住
民
が
消
え
、
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
南
相
馬
市
の
避
難

区
域
。
立
ち
入
り
が
自
由
化
さ
れ
た
12
年

４
月
時
点
で
は
、
津
波
で
被
災
し
た
車
両

が
町
中
に
転
が
っ
て
い
た
。
南
相
馬
市
に

隣
接
し
、
全
域
が
避
難
区
域
と
な
っ
て
い

る
浪
江
町
の
沿
岸
に
は
13
年
４
月
、
車
だ

け
で
な
く
至
る
所
に
被
災
し
た
漁
船
が
横

た
わ
っ
て
い
た
。
全
て
の
光
景
が
、
取
材

相
手
の
話
を
基
に
膨
ら
ま
せ
た
イ
メ
ー
ジ

や
紙
面
・
テ
レ
ビ
で
見
る「
被
災
地
」を

は
る
か
に
超
え
て
い
た
。

　
今
で
も
原
発
事
故
の
避
難
区
域
や
沿
岸

部
を
訪
れ
る
た
び
に
、
地
元
紙
の
記
者
と

し
て
、
実
際
に
現
地
を
見
る
大
切
さ
を
痛

感
す
る
。
震
災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
こ
う

し
た
土
地
が
復
旧
し
て
い
く
様
子
を
見
る

の
は
何
よ
り
う
れ
し
い
し
、
地
元
紙
の
記

者
と
し
て
伝
え
続
け
る
意
義
を
再
確
認
で

き
る
。

　
一
方
、
い
ま
だ
に
仮
設
住
宅
に
身
を
寄

せ
、
将
来
へ
の
不
安
を
払
拭
で
き
ず
に
い

る
人
が
大
勢
い
る
。
県
土
が
再
生
す
る
明

る
い
側
面
だ
け
で
な
く
、
時
間
が
た
っ
た

か
ら
こ
そ
被
災
住
民
が
抱
え
る
悩
み
や
課

題
を
つ
ぶ
さ
に
報
じ
る
こ
と
も
自
分
の
使

命
だ
。未
曽
有
の
災
害
だ
か
ら
こ
そ
、さ
さ

い
な
変
化
に
も
鋭
敏
に
反
応
し
続
け
た
い
。

（
た
に
ぐ
ち
・
り
ゅ
う
じ
　
相
馬
支
局
長
）

　
　

3 ・11から5年　特集 5年生記者は今

た
ね
」と
陳
腐
な
言
葉

し
か
吐
け
な
い
自
分
が

恥
ず
か
し
く
、
つ
ら
か

っ
た
。
私
に
と
っ
て
入

社
か
ら
の
５
年
は
、
被

災
住
民
が
語
る
現
実
と

自
分
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
い

か
に
埋
め
る
か
の
作
業

だ
っ
た
。

　
震
災
後
の
南
相
馬
市

を
初
め
て
訪
れ
た
11
年
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初
め
て
聞
く
け
た
た

ま
し
い
電
子
音
だ
っ

た
。
そ
の
音
源
ら
し
い

携
帯
電
話
は
隣
の
部
屋

に
置
い
た
は
ず
だ
。
そ

　
結
局
、
私
が
会
社
に
行
っ
た
の
は
３
月

20
日
頃
で
、
正
直
に
言
え
ば
、
会
社
の
方

が
安
全
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら

だ
。
後
日
、
先
輩
か
ら「
新
人
は
本
当
に

来
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
た
」と
言

わ
れ
た
が
、
先
輩
た
ち
も
新
入
社
員
未
満

の
私
に
構
う
余
裕
は
な
く
、
最
初
に
命
じ

ら
れ
た
の
は
貯
蔵
物
資
や
救
援
物
資
の
整

理
だ
が
、
実
際
は
物
資
の
隣
に
立
っ
て
い

る
だ
け
だ
っ
た
。

　
数
日
後
、
よ
う
や
く
仕
事
ら
し
き
こ
と

を
し
た
。
Ｃ
Ｍ
を
差
し
替
え
た
例
の「
Ａ

Ｃ
」の
代
わ
り
に
、
福
島
の
祭
り
や
自
然

な
ど
の
Ⅴ
Ｔ
Ｒ
を
送
出
し
た
。
続
い
て
、

報
、
生
活
必
需
品
を
扱
う
店
の
再
開
情
報

な
ど
を
画
面
に
流
す
も
の
で
、
上
司
と
情

報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
テ
レ
ビ
局
の
非
日

常
の
中
で
、
私
の
日
常
が
ス
タ
ー
ト
し
た

わ
け
だ
が
、
日
々
慣
れ
て
い
く
自
分
に
少

し
驚
い
た
こ
と
も
覚
え
て
い
る
。

　
４
月
、
新
入
社
員
と
な
っ
た
私
の
仕
事

は
フ
ロ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
見
習
い
だ
っ

た
。
初
め
て
生
中
継
の
現
場
に
行
っ
た
の

は
、
春
の
福
島
を
代
表
す
る
観
光
地
、
福

島
市
の
花
見
山
だ
っ
た
が
、
観
光
客
は
ま

ば
ら
だ
っ
た
。
福
島
市
出
身
の
私
に
は
、

同
じ
花
見
山
と
は
思
え
な
か
っ
た
。「
観

光
客
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
い
か
ら
連
れ

て
き
て
」と
い
う
指
示
に
、
首
か
ら
下
げ

た
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
と
線
量
計
を
カ
チ

カ
チ
ぶ
つ
け
な
が
ら
走
り
回
っ
た
。
三
春

町
の
滝
桜
で
も
同
じ
だ
っ
た
。

　
５
月
10
日
、
川
内
村
で
初
め
て
警
戒
区

域
へ
の
一
時
帰
宅
が
行
わ
れ
、
立
ち
入
り

拠
点
の
体
育
館
か
ら
の
中
継
で
フ
ロ
ア
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
。
住
民
た
ち
の
目

は
、
期
待
の
一
方
で
、
不
安
に
満
ち
て
い

た
。
私
自
身
が
警
戒
区
域
に
入
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
が
、
２
カ
月
前
と
同
じ
感

覚
に
と
ら
わ
れ
た
。

「
Ｌ
字
画
面
」
の

情
報
更
新
を
し

た
。Ｌ
字
画
面
は
、

避
難
所
や
給
水
、

交
通
機
関
の
情

　
あ
れ
か
ら
５
年
が
た
っ
た
。福
島
で
も
、

原
発
周
辺
の
避
難
指
示
区
域
を
除
け
ば
、

多
く
の
人
が
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

３
年
目
の
国
連
科
学
委
員
会
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な

ど
の
報
告
は
、
迷
い
な
が
ら
福
島
に
と
ど

ま
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
力
づ
け
ら
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。
除
染
や
自
然
減
衰
に

よ
っ
て
放
射
線
量
が
徐
々
に
下
が
る
中

で
、
前
向
き
に
復
興
を
め
ざ
し
て
い
る
。

10
万
人
近
く
が
県
の
内
外
で
避
難
生
活
を

続
け
、
原
発
構
内
の
困
難
さ
や
子
供
た
ち

の
甲
状
腺
が
ん
を
め
ぐ
る
分
か
り
に
く
さ

を
抱
え
な
が
ら
も
、そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
福
島
の
外
か
ら
は
今
な
お
５

年
前
の
ま
ま
で
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
１
９
０
万
人
が
暮
ら
す
福
島

が
困
難
を
抱
え
な
が
ら
復
興
に
向
か
う
に

は
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。

　
私
は
今
、
夕
方
の
情
報
ワ
イ
ド
番
組
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
て
、
自
分
の

担
当
す
る
番
組
の
中
で
原
発
事
故
を
取
り

上
げ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
隣
の
ニ
ュ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
原
発
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス

を
放
送
し
な
い
日
は
な
い
が
、
あ
の
非
日

常
の
空
気
が
流
れ
る
こ
と
は
な
い
。
と
は

い
え
、
今
で
も
ち
ら
り
と
の
ぞ
く
非
日
常

に
注
意
し
な
が
ら
福
島
の
日
常
の
姿
、
そ

し
て
美
し
い
福
島
、
楽
し
い
福
島
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
さ
と
う
・
あ
き
の
り
　
制
作
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

ち
ら
り
と
の
ぞ
く「
非
日
常
」を
忘
れ
な
い

�

■
福
島
中
央
テ
レ
ビ
　
佐
藤
　
昭
徳

の
瞬
間
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
激
し
い
揺

れ
に
襲
わ
れ
た
。

　
福
島
中
央
テ
レ
ビ
へ
の
採
用
が
内
定

し
、
４
月
か
ら
の
配
属
先
に
決
ま
っ
た
制

作
部
に
、
３
月
14
日
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
出
社
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ

の
日
、本
社
の
あ
る
郡
山
市
に
引
っ
越
し
、

ま
だ
荷
物
を
降
ろ
し
終
え
な
い
ま
ま
一
休

み
し
て
い
た
。
電
子
音
が
緊
急
地
震
速
報

だ
と
気
づ
い
た
の
は
震
度
６
弱
の
揺
れ
の

中
で
だ
っ
た
。

　
中
に
い
た
ら
危
な
い
！
　
揺
れ
が
続
く

中
、
必
死
に
外
へ
出
て
、
辺
り
を
見
回
す

と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
が
崩
れ
、
泣
く
子

ど
も
た
ち
、
そ
れ
を
抱
き
か
か
え
て
な
だ

め
る
大
人
、
晴
れ
て
い
た
は
ず
な
の
に
突

然
の
雪
が
降
り
始
め
た
。
に
わ
か
に
は
信

じ
ら
れ
な
い
非
日
常
の
光
景
。
何
か
す
さ

ま
じ
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
こ
と
だ
け
は

分
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
不
安
は

ま
だ
漠
然
と
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
翌
日
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
水

素
爆
発
は
、
こ
れ
か
ら
入
社
す
る
テ
レ
ビ

局
が
捉
え
た
映
像
で
知
っ
た
。
福
島
に
帰

っ
て
き
た
は
い
い
が
、
こ
の
先
ど
う
な
る

の
か
、
不
安
は
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

福島中央テレビの監視カメラが捉えた第一原発
1号機の水素爆発＝2011年3月12日（同社提供）

特集　3・11から5 年5年生記者は今
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報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
原
体
験

�

■
共
同
通
信
社
　
中
島
　
悠

　「
中
島
、
確
か
２
０
１
１
年
入
社
だ
っ

た
よ
な
？
」。
サ
ッ
カ
ー
五
輪
予
選
の
取

材
を
し
て
い
た
私
は
、
ド
ー
ハ
で
そ
の
電

話
を
受
け
た
。「
３
・
11
か
ら
５
年
　
５

年
生
記
者
は
今
」と
い
う
内
容
で
原
稿
依

頼
が
来
た
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
も
う
あ

れ
か
ら
５
年
が
た
つ
。
少
し
は
成
長
で
き

た
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、
入

社
し
た
頃
の
不
安
な
気
持
ち
が
よ
み
が
え

っ
た
。

　
入
社
を
控
え
た
２
０
１
１
年
３
月
11

日
、
私
は
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
・
池
袋

の
駅
東
口
で
震
災
に
遭
っ
た
。
建
物
か
ら

避
難
し
た
人
た
ち
で
池
袋
東
口
五
差
路
が

埋
め
尽
く
さ
れ
た
異
様
な
光
景
を
、
今
で

も
覚
え
て
い
る
。
走
っ
て
家
に
戻
り
テ
レ

ビ
を
つ
け
る
と
、
津
波
が
太
平
洋
岸
に
迫

る
あ
の
映
像
が
中
継
さ
れ
て
い
た
。

　
内
定
は
一
時
凍
結
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
が
、
予
定
通
り
４
月
１
日
に

私
は
共
同
通
信
の
記
者
と
な
っ
た
。
以
前

広
告
会
社
で
働
い
て
い
た
私
は
、
人
生
２

度
目
の
入
社
式
に
臨
ん
だ
。
さ
あ
こ
れ
か

ら
新
た
な
気
持
ち
で
、
と
思
う
間
も
な
く

新
人
研
修
を
早
々
に
離
脱
さ
せ
ら
れ
、
す

ぐ
に
配
属
と
な
っ
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
は
皆

取
材
に
出
払
い
、
写
真
部
は
閑
散
と
し
て

い
た
。「
と
ん
で
も
な
い
日
に
配
属
さ
れ

た
な
」。
た
ま
に
出
入
り
す
る
先
輩
た
ち

は
口
々
に
言
っ
た
。

　
そ
の
日
は
４
月
11
日
で
、
震
災
か
ら
１

カ
月
の
節
目
の
日
だ
っ
た
。「
撮
影
と
送
信

の
や
り
方
だ
け
と
に
か
く
覚
え
ろ
」と
言

わ
れ
、カ
メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
を
渡
さ
れ
、配

属
翌
日
か
ら
一
人
で
取
材
に
出
た
。
必
死

で
や
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
わ
け

が
分
か
ら
な
い
ま
ま
取
材
し
て
い
る
の
で
、

デ
ス
ク
に
怒
ら
れ
る
毎
日
が
続
い
た
。
情

け
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、

し
か
し
細
か
く
指
導
し
て
も
ら
う
時
間
が

な
い
の
も
分
か
る
の
で
、
注
意
さ
れ
た
こ

と
一
つ
一
つ
を
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
も

の
か
と
理
解
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
身
に
つ

け
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
。
震
災
取
材
と

と
も
に
始
ま
っ
た
不
安
な
日
々
だ
っ
た
が
、

毎
日
４
～
５
件
の
取
材
を
し
て
体
で
覚
え

て
い
く
経
験
は
今
思
え
ば
貴
重
だ
っ
た
。

　
初
め
て
自
分
で
ネ
タ
を
見
つ
け
て
記
事

を
書
い
た
の
も
震
災
取
材
の
時
だ
っ
た
。

11
年
の
年
末
、
岩
手
で
取
材
し
て
い
た
私

は
仮
設
住
宅
の
掲
示
板
に
あ
っ
た「
楽
器

の
修
理
し
ま
す
」と
い
う
貼
り
紙
を
頼
り

に
店
を
訪
ね
、
修
理
職
人
の
取
材
を
し
た

（
写
真
＝
筆
者
提
供
）。
修
理
道
具
を
津
波
で

失
っ
た
が
、
が
れ
き
か
ら
見
つ
か
っ
た
楽

器
を「
ど
う
に
か
直
し
て
ほ
し
い
」と
学

生
が
持
ち
込
ん
で
き
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
修
理
の
再
開
を
決
意
し
た
と
い
う
。

　
そ
れ
ま
で
は
撮
影
を
す
る
だ
け
で
人
の

話
を
聞
く
取
材
は
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、必
死
で
話
を
メ
モ
帳
に
書
き
と
め
た
。

写
真
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
悩
み
な
が
ら

撮
影
し
た
が
、「
私
も
音
楽
を
や
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
こ
だ
わ
り
、
分
か
る
よ
」

と
言
っ
て
協
力
し
て
く
れ
た
。

　
後
日
、
読
者
か
ら
反
響
が
あ
り
、
学
生

た
ち
の
練
習
場
所
や
防
音
素
材
の
提
供
を

申
し
出
る
連
絡
が
あ
っ
た
と
電
話
で
聞
い

た
。
取
材
は
と
て
も
緊
張
し
た
し
、
店
の

扉
を
開
け
る
か
ど
う
か
直
前
ま
で
迷
っ
た

が
、
勇
気
を
持
っ
て
撮
影
を
お
願
い
し
て

よ
か
っ
た
と
思
え
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
の
多

く
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
が
、

私
に
と
っ
て
取
材
の
結
果
を
実
感
し
た
の

は
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。
話
を
聞
い
て

記
事
を
書
き
、
写
真
を
撮
る
と
い
う
当
た

り
前
の
取
材
、
小
さ
な
出
来
事
だ
が
、
当

時
の
私
に
は
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　
今
、
私
は
福
岡
支
社
に
い
る
。
昨
秋
、

新
年
原
稿
の
企
画
取
材
を
す
る
機
会
を
得

て
、
長
崎
・
熊
本
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺

産
を
取
材
し
た
。
自
分
で
取
材
計
画
を
立

て
、
自
由
に
動
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
初
め

て
ド
ロ
ー
ン
で
の
空
撮
も
行
っ
た
。事
件
・

事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
と
は
や
は
り
異
な
る
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

　
私
は
こ
の
企
画
取
材
の
中
で
何
度
も
岩

手
で
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
交
渉
や
申

請
が
難
航
し
て
も
、嫌
な
顔
を
さ
れ
て
も
、

「
取
材
す
る
意
味
が
あ
る
」「
取
材
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」と
真
摯
に
言
え
た
の
は
、
震

災
取
材
で
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
原
体

験
が
い
つ
も
少
し
ず
つ
背
中
を
押
し
て
く

れ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
体
験
は
こ
れ
ま

で
も
そ
う
だ
し
、
こ
れ
か
ら
も
私
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

　
何
を
取
材
す
る
に
し
て
も
、
そ
こ
に
必

ず
人
が
い
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
勇
気
を
持
っ

て
取
材
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い
。

５
年
間
を
振
り
返
っ
た「
５
年
後
」の
今
、

あ
ら
た
め
て
思
う
。

（
な
か
じ
ま
・
ゆ
う
　
福
岡
支
社
写
真
映
像
部
）

3 ・11から5年　特集 5年生記者は今
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震
災
時
、
岩
手
県
北
上
支
局
で
シ
ニ
ア

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
８
年
目
を
迎
え
て
い

た
。
朝
日
新
聞
の
記
者
に
な
っ
て
以
来
、

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
だ
っ
た
。
記

者
生
活
40
年
を
過
ぎ
て
い
た
私
も
、
６
人

の
新
人
記
者
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に
、
不

安
や
恐
れ
を
抱
き
な
が
ら
被
災
現
場
に
入

っ
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
記
者
生
活
は
、
震
災
取
材

の
た
め
の
助
走
期
間
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
。こ
こ
で
全
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
の
記
者
生
活
が
無
為
に
帰
し
て

し
ま
う
で
は
な
い
か
。
そ
う
自
ら
を
鼓
舞

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
大お

お

槌つ
ち

町ち
ょ
うを

取

材
現
場
に
選
ん
だ
。
大
槌
町
は
大
津
波
で

中
心
市
街
地
が
消
滅
し
た
。
人
口
の
約
1

割
の
住
民
が
犠
牲
に
な
り
、
当
時
の
町
長

を
含
め
大
勢
の
町
役
場
職
員
が
亡
く
な
っ

た
。
内
陸
部
の
北
上
市
か
ら
車
で
片
道
２

時
間
の
大
槌
町
通
い
が
始
ま
っ
た
。

●
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
取
材

　
旧
安あ

ん

渡ど

小
学
校
の
避
難
所
に
泊
ま
り
込

み
、
被
災
者
の
方
々
と
寝
食
を
共
に
し
な

が
ら
話
を
聴
い
た
。
48
カ
所
に
点
在
す
る

仮
設
住
宅
を
回
り
な
が
ら
悩
み
を
聴
い

　
　
＊
＊
＊
＊

＊
＊

し
さ
を
失
わ
ず
、
い
た
わ
り
合
い
、
肩
を

寄
せ
合
い
な
が
ら
過
酷
な
現
実
に
耐
え
て

い
た
。
支
援
の
た
め
に
現
地
を
訪
れ

て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
次
の
よ
う

に
話
し
た
。「
支
え
て
い
る
よ
う
で
、

実
は
私
た
ち
が
支
え
ら
れ
て
い
る
。

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
」

　
震
災
取
材
で
２
年
が
経
過
し
、
朝

日
新
聞
を
退
社
す
る
時
期
が
近
づ
い

て
き
た
時
、
大
槌
町
の
当
時
の
碇

い
か
り
が
わ川

豊
町
長
か
ら
、
思
い
も
よ
ら
な
い
誘

い
を
受
け
た
。「
退
社
後
、町
の
復
旧
、

復
興
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
。
町
の
情

報
発
信
力
を
強
化
し
た
い
」。
第
三

者
と
し
て
震
災
を
報
道
す
る
立
場
か

ら
、
震
災
復
興
に
直
接
、
関
わ
る
立

場
へ
。
そ
れ
ま
で
は
望
ん
で
も
、
か

な
わ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

　
大
槌
町
で
は
広
聴
広
報
の
強
化
が

急
務
だ
っ
た
。
被
災
者
の
方
々
に
将

来
へ
の
希
望
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
共
に

前
進
す
る
た
め
に
は
、
復
興
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

全
国
か
ら
の
支
援
者
に
復
興
へ
の
歩
み
を

知
ら
せ
る
義
務
が
あ
っ
た
。
月
２
回
の
広

報
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
月
１
回
の

定
例
記
者
会
見
や
、
月
数
回
の
町
長
と
仮

設
住
宅
の
住
民
が
懇
談
す
る「
お
茶
っ
こ

の
会
」を
設
営
し
た
。
町
の
公
式
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
毎
日
の
よ
う
に
出
稿
し
た
。

情
報
は
包
み
隠
さ
ず
に
開
示
し
た
。

　
記
者
か
ら
役
場
の
広
報
担
当
に
な
り
、

立
場
の
逆
転
に
戸
惑
う
ば
か
り
だ
っ

た
。
大
槌
町
で
は
、
復
興
の
遅
れ
に

加
え
、
旧
役
場
庁
舎
の
保
存
や
防
潮

堤
の
高
さ
の
問
題
を
め
ぐ
り
町
民
の

意
見
が
分
か
れ
て
い
た
。
記
者
会
見

の
場
は
行
政
と
記
者
団
と
の
真
剣
勝

負
の
場
だ
っ
た
。
町
長
は
、
住
民
を

代
表
し
て
切
り
込
ん
で
く
る
記
者
の

ど
ん
な
質
問
に
も
答
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

に
時
間
を
割
き
、
有
事
の
際
の
行
政

の
し
ん
ど
さ
を
肌
で
感
じ
た
。

●
風
化
さ
せ
ず
に
語
り
継
ご
う

　
現
在
、大
槌
町
役
場
の「
生
き
た
証

あ
か
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
関
わ
り
、
時
折
、

大
槌
町
を
訪
ね
て
い
る
。
震
災
で
犠

牲
に
な
っ
た
町
民
１
２
８
５
人
の
ご

遺
族
全
員
を
対
象
に
、
亡
く
な
っ
た

方
々
の
経
歴
、
お
人
柄
、
亡
く
な
っ
た
時

の
状
況
を
聴
き
取
り
、
記
録
集
を
ま
と
め

る
事
業
だ
。
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、
被
災
時
の
状
況
か
ら
教
訓
を
く
み
取

っ
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
、
聴

き
取
り
調
査
の
一
員
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　
母
親
が
３
人
の
子
ど
も
た
ち
を
保
育

園
、
小
学
校
に
迎
え
に
行
き
、
避
難
途
中

に
津
波
に
襲
わ
れ
、一
緒
に
亡
く
な
っ
た
。

消
防
団
員
が
停
電
で
使
え
な
く
な
っ
た
サ

イ
レ
ン
の
代
わ
り
に
半
鐘
を
持
ち
出
し
、

打
ち
鳴
ら
し
た
ま
ま
息
絶
え
た
…
…
。
ご

遺
族
一
人
ひ
と
り
の
証
言
は
、
一
瞬
の
判

断
が
生
と
死
を
分
け
た
当
時
の
状
況
を
物

語
っ
て
い
る
。

　
三
陸
沿
岸
は「
津
波
常
襲
地
帯
」で
あ

る
。近
代
以
降
に
限
っ
て
も
、明
治
三
陸
津

波
、
昭
和
三
陸
津
波
、
チ
リ
地
震
津
波
に

襲
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の「
平
成
三
陸
津

波
」を
風
化
さ
せ
ず
に
後
世
に
語
り
継
い

で
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
取
材
に
関
わ
っ
た

わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
な
の
だ
。

５
年
の
節
目
に
、
あ
ら
た
め
て
、
そ
ん
な

思
い
に
と
ら
わ
れ
な
が
ら
、
ご
遺
族
の

方
々
か
ら
の
聴
き
取
り
を
続
け
て
い
る
。

（
た
た
き
・
ひ
ろ
し
　
元
朝
日
新
聞
政
治
部
）

た
。
皆
さ
ん
、
家

族
も
、
財
産
も
奪

わ
れ
な
が
ら
、
相

手
を
思
い
や
る
優

当時の碇川豊大槌町長（右）と筆者（2013年
8月、大槌町内の旧安渡小学校体育館／筆者提供）

記者から町役場職員に転身し復興支援
� ■但木　汎（朝日新聞出身）

　岩
手
県
・
北
上
支
局
赴
任
中
に
東
日
本
大
震
災
に
遭
い
、
被
災
現
場
を
駆

け
回
り
、
そ
の
後
、
大
槌
町
の
広
報
担
当
を
経
験
し
た
先
輩
が
い
ま
す
。
ベ

テ
ラ
ン
記
者
の「
あ
の
時
、そ
し
て
今
」を
特
別
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特集　3・11から5 年先輩記者と東日本大震災
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武
たけ

田
だ

　徹
とおる

ジャーナリスト
恵泉女学園大学教授　

ゼミ
記者
48

実
証
主
義
、
反
証
主
義

事
実
を
つ
か
む

取
材
理
論
を
紹
介

　
事
実
を
伝
え
る
の
が
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
だ
が
、
事
実
を
つ
か

む
こ
と
は
難
し
い
。
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
武
田
徹
さ
ん
が
、
そ

の
た
め
の
実
証
主
義
と
反
証
主

義
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
ま
ず
、
取
材
の
基
本
手
段
で

あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
特
徴
や

限
界
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
経

験
を
聞
け
ば
、
そ
の
人
の
実
経
験
を
つ
か

め
る
と
考
え
る「
素
朴
な
取
材
観
」で
は
、

話
者
の
思
い
違
い
を
排
除
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、
聞
き
取
っ
た
話
を
資
料
と
付

き
合
わ
せ
た
り
、
発
言
に
矛
盾
点
や
唐
突

な
言
い
方
が
な
い
か
を
見
定
め
、
再
取
材

に
よ
っ
て
聞
き
取
っ
た
情
報
を
評
価
・
検

証
す
る「
実
証
主
義
的
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

が
必
要
に
な
る
。

　
だ
が
限
界
も
あ
る
。
語
り
手
の
内
面
の

心
象
ま
で
を
解
釈
し
、
解
釈
の
妥
当
性
を

確
か
め
る
た
め
に
別
の
人
に
も
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
て
、
解
釈
を
修
正
し
て
精
度
を

高
め
て
い
く「
解
釈
的
客
観
主
義
的
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」も
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に「
対
話
的
構
築
主
義
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」と
い
う
取

材
者
と
語
り
手
、
同

席
し
た
人
と
の
関
係

を
考
慮
す
る
方
法
も

紹
介
し
た
。
た
と
え

ば
、
会
話
に
は
話
す

順
番
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
話
し
て
い
る
人

に
は
、
話
を
続
け
、
次
に
話
す
人
を
指
名

す
る
権
利
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
会
話

で
は
、
割
り
込
み
や
、
指
名
さ
れ
た
人
が

沈
黙
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
に
話
し
手

間
の
力
関
係
が
あ
り
、
内
容
を
変
容
さ
せ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　
武
田
さ
ん
は
次
に「
事
後
検
証
」を
テ

ー
マ
に
し
た
。
仮
説
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
否
定
す
る「
反
証
」を
探
す
こ
と
、

全
て
は
修
正
し
得
る
と
考
え
る「
可か

謬び
ゅ
う

主

義
」を
と
っ
て
徐
々
に
改
良
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
の
だ
と
述
べ
た
。

　
報
道
現
場
で
は
、
当
初
の
見
立
て
に
こ

だ
わ
る
あ
ま
り
、
見
立
て
に
沿
っ
た
材
料

ば
か
り
を
集
め
、
否
定
的
な
材
料
を
過
小

評
価
し
て
事
実
を
ゆ
が
め
る
失
敗
が
目
に

つ
く
。
武
田
さ
ん
は「
可
謬
主
義
」が
好

き
な
言
葉
だ
と
い
う
。
方
針
転
換
を
い
と

わ
な
い
こ
と
の
重
要
さ
を
肝
に
銘
じ
、
気

を
引
き
締
め
て
取
材
に
当
た
り
た
い
。

毎
日
新
聞
社
社
会
部
　
青
島
　
顕

２
・
５（
金
）「
実
証
の
報
道
・
報
道
の
検
証
」／

司
会
：
橋
場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
参

加
18
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴
８
人

杉
すぎ

田
た

　敦
あつし

法政大学教授 　

ゼミ
記者
47

問
い
続
け
た
い

個
別
政
策
と

全
体
評
価
と
の
ズ
レ

記 者ゼミ　次世代ジャーナリズムの現場―その原則とスキル編⑭⑮

　
自
民
党
が
政
権
復
帰
を
果
た

し
た
２
０
１
２
年
衆
院
選
と
翌

年
の
参
院
選
。
東
京
新
聞
は
自

民
党
圧
勝
を
伝
え
る
本
記
と
と

も
に「
脱
原
発
の
民
意
と
隔
た

り
」「
世
論
と
議
席
に
ズ
レ
」と

い
っ
た
見
出
し
の
評
論
や
分
析

を
掲
載
し
た
。
選
挙
は
本
来
、

民
意
集
約
の
場
の
は
ず
だ
。
事

前
の
世
論
調
査
で
は
、
原
発
再
稼
働
や
９

条
改
憲
へ
の
反
対
意
見
が
過
半
数
だ
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
稼
働
、
改
憲

を
掲
げ
る
自
民
党
が
多
数
の
議
席
を
確
保

し
た
。
そ
の
矛
盾
を
押
さ
え
て
お
き
た
か

っ
た
か
ら
だ
。

　
紙
面
で
は
、
脱
原
発
や
護
憲
を
掲
げ
る

政
党
が
乱
立
し
て
票
が
分
散
し
た
こ
と
を

主
な
原
因
に
挙
げ
た
。
た
だ
、
そ
う
し
た

表
層
的
な
分
析
だ
け
で
事
足
り
る
の
か
。

当
時
か
ら
の
疑
問
に
、
今
回
の
ゼ
ミ
は
明

確
な
思
考
回
路
を
与
え
て
く
れ
た
。

　
杉
田
教
授
は
、
安
倍
政
権
の
現
状
に
つ

い
て
、
個
別
政
策
と
全
体
評
価
に
ズ
レ
が

あ
る
こ
と
を
ま
ず
説
明
し
た
。
安
保
法
へ

の
根
強
い
反
対
に
対
し
、
内
閣
支
持
率
は

下
が
っ
て
い
な
い
。
過

去
の
本
紙
の
報
道
と
同

様
だ
。
そ
の
上
で
、
立

憲
主
義
を
は
じ
め
平

和
・
平
等
主
義
を
軽
ん

じ
る
政
治
は
劣
化
の
道

を
た
ど
っ
て
い
る
と
し
た
。

　
背
景
分
析
が
興
味
深
い
。
経
済
危
機
、

環
境
汚
染
、
難
民
問
題
な
ど
が
国
境
を
越

え
て
拡
散
す
る
現
代
。
一
国
の
政
治
は
そ

れ
ら
に
無
力
だ
。
一
方
、
市
民
は
生
活
に

直
結
す
る
給
与
と
雇
用
に
最
も
関
心
が
あ

り
、
何
と
か
し
て
く
れ
そ
う
な
政
治
を
相

対
的
に
選
ぶ
。
し
か
し
、
特
に
複
雑
化
す

る
経
済
問
題
に
は
簡
単
に
対
処
で
き
ず
、

政
権
交
代
し
て
も
結
果
は
同
じ
。
代
表
制

民
主
主
義
の
機
能
低
下
が
目
立
つ
―
。

　
光
明
が
見
え
に
く
い
政
治
を
め
ぐ
る
報

道
の
在
り
方
は
、
私
た
ち
に
突
き
つ
け
ら

れ
た
課
題
だ
。
経
済
が
有
権
者
の
大
事
だ

と
し
て
も
、
政
治
に
他
の
全
て
を
白
紙
委

任
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
社
会
・
安

全
保
障
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
将
来
テ
ー

マ
を
問
い
続
け
る
こ
と
が
今
以
上
に
重
要

と
感
じ
る
。
各
社
が
異
な
る
社
論
を
ぶ
つ

け
合
う
こ
と
が
社
会
の
中
立
を
担
保
す

る
、
と
の
教
授
の
意
見
も
貴
重
だ
っ
た
。

東
京
新
聞
編
集
委
員
　
白
鳥
　
龍
也

１
・
25（
月
）「
政
治
報
道
の
想
像
力
」／
司
会
：

橋
場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
12
人

＋
ネ
ッ
ト
視
聴
４
人
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マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入�

早
田
　
栄
介（
共
同
通
信
社
）

政
策
転
換
の
衝
撃

　
　
情
報
発
信
の
在
り
方
に
疑
問

　
日
銀
の
金
融
政
策
決
定
会
合
が
終
わ
る

と
、
日
銀
内
の
一
室
に
詰
め
て
い
た
担
当

記
者
た
ち
に
は
政
策
方
針
を
示
し
た
発
表

文
が
配
ら
れ
る
。
金
融
政
策
が
現
状
維
持

の
場
合
、
Ａ
４
の
紙
で
一
枚
。
１
月
29
日

に
配
ら
れ
た
資
料
は
３
部
だ
っ
た
。
何
ら

か
の
政
策
変
更
が
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
た

が
、
題
名
に「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」と
あ
る

の
に
気
づ
い
た
と
き
、
心
底
驚
い
た
。
慌

て
る
心
を
落
ち
着
か
せ
、
資
料
を
読
み
込

ん
だ
。
そ
れ
と
同
時
に
沸
き
上
が
っ
て
き

た
の
は
、「
こ
ん
な
政
策
変
更
が
あ
っ
て

い
い
の
か
」と
の
思
い
だ
っ
た
。

議
論
は
十
分
だ
っ
た
の
か 

理
解
促
す
意
識
も
薄
い

　
日
銀
は
、
か
ね
て
マ
イ
ナ
ス
金
利
に
否

定
的
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
。
黒
田
東
彦

総
裁
は
昨
年
10
月
の
記
者
会
見
で
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
は「
検
討
し
て
い
な
い
。
近
い

将
来
、
考
え
が
変
わ
る
可
能
性
も
な
い
」

と
言
い
切
っ
た
。
１
月
21
日
の
参
院
決
算

委
員
会
で
も「
具
体
的
に
考
え
て
い
な

い
」と
答
弁
し
て
い
た
。

　
一
部
の
市
場
関
係
者
や
報
道
の
中
に

は
、
総
裁
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
効
果
を
演
出
す

る
た
め
、
あ
え
て
正
反
対
の
情
報
発
信
を

し
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
そ
こ
ま
で

の
狙
い
が
本
当
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な

い
。
た
だ
、
政
策
の
進
め
方
や
経
済
情
勢

の
変
化
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
情
報

発
信
し
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
す
る
意
識
が
薄
い
と
感
じ
る
。
そ
れ
は

市
場
や
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
だ
け
で
な

く
、日
銀
内
の
関
係
者
に
も
あ
て
は
ま
る
。

　
事
後
取
材
を
通
じ
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
決

定
ま
で
の
経
緯
が
あ
る
程
度
分
か
っ
て
き

た
。
総
裁
が
追
加
緩
和
の
選
択
肢
を
検
討

す
る
よ
う
に
事
務
方
へ
指
示
し
た
の
が
１

月
21
日
夜
。
そ
し
て
ダ
ボ
ス
会
議
へ
出
発

し
、
帰
国
後
の
25
日
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
の

方
針
を
内
々
に
固
め
た
。
そ
れ
以
前
か
ら

総
裁
の
頭
の
中
に
は
選
択
肢
と
し
て
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
銀
内
で
マ
イ

ナ
ス
金
利
が
本
格
的
に
検
討
さ
れ
た
こ
と

は
な
く
、
多
く
の
関
係
者
に
と
っ
て
寝
耳

に
水
の
政
策
変
更
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
日
銀
内
の
事
前
取
材
で
も
、
マ
イ
ナ
ス

金
利
に
つ
い
て
は「
現
状
の
金
融
緩
和
策

と
の
相
性
が
悪
い
」「
ま
だ
国
債
の
買
い
入

れ
を
拡
大
で
き
る
」な
ど
、
従
来
通
り
否

定
的
な
見
解
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

　
決
定
会
合
で
の
賛
否
は
前
回
の
追
加
緩

和
と
同
様
、
賛
成
５
人
、
反
対
４
人
に
割

れ
た
。「
反
対
が
あ
っ
て
も
ぶ
れ
な
い
」。

そ
う
言
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
反
論
を

踏
ま
え
て
問
題
点
を
検
証
し
、
議
論
を
尽

く
し
た
上
で
の
決
定
だ
っ
た
の
か
疑
問
に

思
う
。
内
部
で
検
討
に
着
手
し
て
か
ら
決

定
会
合
の
初
日
ま
で
に
４
日
。
決
定
会
合

で
金
融
政
策
を
議
論
す
る
２
日
目
が
終
わ

っ
た
の
は
午
後
０
時
半
す
ぎ
だ
っ
た
。
前

回
の
追
加
緩
和
や
量
的
質
的
緩
和
を
決
め

た
際
の
終
了
時
刻
が
午
後
１
時
半
を
回
っ

て
い
た
の
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
短
い
。

市
場
は
混
乱 

メ
デ
ィ
ア
も
疑
心
暗
鬼
に

　
総
裁
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
決
断
し
た
背

景
に
は
、
追
加
緩
和
を
す
る
際
の「
拡
張

性
」を
重
視
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
政

策
は
、
金
利
の
マ
イ
ナ
ス
幅
を
掘
り
下
げ

る
こ
と
で
緩
和
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
可

能
だ
。
２
月
３
日
の
講
演
で
は
、
そ
の
点

が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
国
債
購
入
を
柱
と

し
た
量
的
緩
和
を
続
け
て
い
け
ば
、
い
ず

れ
国
債
は
底
を
つ
く
。
持
続
性
へ
の
疑
問

が
強
ま
れ
ば
、
金
融
政
策
に
対
す
る
期
待

が
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
と
考
え
た
よ
う
だ
。

　
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
と
は
異
な
る

政
策
転
換
の
衝
撃
と
、
長
期
金
利
の
マ
イ

ナ
ス
化
と
い
う
異
常
事
態
の
発
生
に
よ

り
、
消
費
や
投
資
を
促
す
と
い
う
日
銀
の

狙
い
よ
り
も
副
作
用
の
方
が
注
目
さ
れ
、

市
場
の
混
乱
や
人
々
の
不
安
を
強
め
る
結

果
を
招
い
て
い
る
。

　
現
状
の
よ
う
な
情
報
発
信
が
続
け
ば
、

ど
こ
ま
で
総
裁
の
言
葉
を
信
じ
て
い
い
の

か
、
市
場
だ
け
で
な
く
メ
デ
ィ
ア
も
疑
心

暗
鬼
に
な
る
。
政
策
の
意
図
が
市
場
や
企

業
、
消
費
者
に
う
ま
く
伝
わ
ら
な
け
れ
ば

効
果
は
発
揮
さ
れ
な
い
し
、
国
民
の
信
頼

が
な
け
れ
ば
日
銀
の
手
足
を
縛
り
か
ね
な

い
。
今
後
、
日
銀
の
情
報
発
信
の
在
り
方

が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し

て
い
る
。

　
も
う
一
つ
気
に
な
る
の
は
、
将
来
発
生

す
る
コ
ス
ト
の
問
題
だ
。
日
銀
は
既
に
３

４
０
兆
円
を
超
え
る
国
債
を
保
有
し
て
お

り
、
金
融
緩
和
の
出
口
に
向
か
う
局
面
で

巨
額
の
負
担
が
生
じ
る
。
長
期
金
利
が
マ

イ
ナ
ス
圏
に
沈
む
中
、
日
銀
が
国
債
購
入

を
続
け
る
に
は
、
よ
り
高
値
で
買
う
必
要

が
あ
り
、
負
担
が
一
層
膨
ら
む
可
能
性
が

あ
る
。
日
銀
は
金
融
緩
和
策
の
効
果
を
主

張
す
る
が
、
そ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
の
情
報

も
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
政
策
が
妥

当
な
の
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
。

は
や
た
・
え
い
す
け
▼
２
０
０
４
年
入
社
　
12

年
か
ら
経
済
部
　
14
年
か
ら
日
銀
担
当

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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北
朝
鮮
　
ミ
サ
イ
ル
発
射�

山
本
　
志
門（
テ
レ
ビ
朝
日
）

〝
９
〟重
視
の
心
理
見
抜
き

　
　
空
飛
ぶ
物
体 

鮮
明
キ
ャ
ッ
チ

　「
あ
っ
、
来
た
！
」

　
カ
メ
ラ
マ
ン
の
声
が
静
寂
を
打
ち
破
っ

た
。

　
陽
が
昇
り
始
め
た
ば
か
り
の
中
朝
国
境

―
遠
く
に
光
る
米
粒
ほ
ど
の
飛
翔
体
を
肉

眼
で
確
認
。
す
ぐ
に
マ
イ
ク
を
握
っ
た
。

　「
今
、
北
朝
鮮
国
内
の
方
か
ら
何
か
光

る
物
体
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
飛
翔
体
で

し
ょ
う
か
。
垂
直
に
高
度
を
ぐ
ん
ぐ
ん
上

げ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
基
地
・
東ト

ン
チ
ャ
ン
リ

倉
里
の
方
向
を
向
い

て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
北
朝
鮮
が
発
射

し
た
ミ
サ
イ
ル
と
思
わ
れ
ま
す
」

　
必
死
に
実
況
を
続
け
た
１
分
半
だ
っ
た
。

　
北
朝
鮮
が「
人
工
衛
星
」と
称
す
る
事

実
上
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
撮
影
に
至
る
ま

で
は
、
常
に
北
朝
鮮
に
振
り
回
さ
れ
た
。

　
当
初
の
発
射
予
告
期
間
は
、
２
月
８
日

か
ら
25
日
。
そ
の
最
初
の
１
週
間
は
、
ち

ょ
う
ど
中
国
の
旧
正
月
・
春
節
休
み
。
最

も
ス
タ
ッ
フ
を
動
か
し
に
く
い
こ
の
時
期

に
、
北
京
・
丹タ

ン

東ト
ウ

２
カ
所
で
の
中
継
体
制

の
維
持
は
、
一
番
頭
を
悩
ま
せ
た
。

　
さ
ら
に
、
発
射
前
日
の
６
日
夕
方
の
こ

と
だ
っ
た
。「
野
党
幹
部
に
よ
る
と
、
発

射
期
間
が
１
日
前
倒
し
と
の
未
確
認
情

報
」「
政
府
筋
も
同
様
の
話
」。
矢
継
ぎ
早

に
入
っ
て
く
る
報
告
に
焦
っ
た
。
明
朝
６

時
半
ま
で
に
中
朝
国
境
に
入
れ
る
だ
ろ
う

か
―
。「
航
空
券
を
調
べ
て
！
」「
便
は
あ

り
ま
せ
ん
」「
別
の
空
港
は
？
」。
支
局
で

緊
張
が
高
ま
っ
た
。「
空
路
が
無
理
な
ら
、

今
か
ら
支
局
車
で
飛
ば
し
て
10
時
間
以

上
。
ギ
リ
ギ
リ
の
到
着
、
間
に
合
う
か
」

　
悩
み
始
め
た
そ
の
直
後
、「
瀋シ

ン

陽ヨ
ウ

に
２

時
間
半
後
の
便
」と
の
声
が
上
が
っ
た
。

「
す
ぐ
買
っ
て
！
　
現
地
で
の
車
両
の
確

保
も
」。
バ
タ
バ
タ
で
車
に
飛
び
乗
っ
た
。

「
米
粒
」追
う
た
め
の
場
所
選
定 

カ
メ
ラ
設
置
に
腐
心

　
現
地
時
間
夜
10
時
。
瀋
陽
空
港
に
到
着

し
た
わ
れ
わ
れ
ク
ル
ー
は
、
大
量
の
撮
影

機
材
と
と
も
に
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
そ
こ

か
ら
陸
路
３
時
間
以
上
、
日
付
を
超
え
た

午
前
２
時
頃
、
よ
う
や
く
現
場
に
到
着
し

た
。
発
射
予
告
時
間
ま
で
５
時
間
。
刻
々

と
時
間
が
迫
る
中
、
徹
夜
で
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
た
。

　
撮
影
準
備
は
、
３
年
前
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
時
に
さ
か
の
ぼ
る
。
前
特
派
員
が
当
時

の
状
況
を
分
析
し
た
報
告
書
を
基
に
、
わ

れ
わ
れ
は
事
前
に
中
朝
国
境
の
町
・
丹
東

に
入
り
、リ
サ
ー
チ
を
開
始
。東
倉
里
に
で

き
る
だ
け
近
く
、
最
も
視
界
が
開
け
て
い

る
場
所
の
選
定
、
そ
の
上
で
発
射
方
向
を

精
緻
に
確
定
し
た
。
一
方
で
、
米
粒
ほ
ど

の
ミ
サ
イ
ル
の
軌
跡
を
見
逃
し
て
し
ま
う

不
安
も
付
き
ま
と
っ
た
。
そ
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
た
め
、
カ
メ
ラ
の
複
数
設
置
な
ど

を
は
じ
め
、
技
術
的
な
工
夫
も
重
ね
た
。

全
世
界
に
配
信 

映
像
の
強
さ
再
認
識

　
２
０
１
６
年
２
月
７
日
、
現
地
朝
６
時

半
。北
朝
鮮
の
通
告
時
間
が
や
っ
て
き
た
。

大
空
に
目
を
凝
ら
す
時
間
が
続
く
。30
分
、

そ
し
て
１
時
間
が
た
っ
た
。
強
い
眠
気
も

襲
っ
て
く
る
。

　
そ
の
時
、
ス
タ
ッ
フ
が
つ
ぶ
や
い
た
。

「
韓
国
メ
デ
ィ
ア
が
予
告
期
間
内
で
、
気

象
条
件
が
一
番
良
い
の
は〝
北
朝
鮮
時
間

の
朝
８
時
半
か
ら
９
時
半
の
間
〟と
報
道
」

　
そ
の
一
言
で
想
像
力
が
湧
い
て
き
た
。

金
正
恩
第
１
書
記
は
、
命
令
書
に
サ
イ
ン

し
、
そ
の
様
子
を
積
極
的
に
公
開
し
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。
な
ら
ば
切
り
の
良
い
時

間
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
北

朝
鮮
は〝
９
〟と
い
う
数
字
を
重
視
す
る

と
の
情
報
も
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。「
で
あ
れ

ば
、発
射
時
間
は
、北
朝
鮮
時
間
の
９
時
！
　

日
本
時
間
９
時
半
だ
！
」。
こ
う
し
た
推

測
も
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
集
中
力
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　
そ
し
て
、
日
本
時
間
午
前
９
時
31
分
。

飛
翔
体
を
確
認
。
カ
メ
ラ
マ
ン
が
ズ
ー
ム

イ
ン
し
た
こ
と
で
、
鮮
明
な
ミ
サ
イ
ル
飛

翔
の
撮
影
に
成
功
し
た
。

　
こ
の
映
像
は
、
結
果
的
に
貴
重
な
も
の

と
な
っ
た
。
全
世
界
に
配
信
さ
れ
た
と
い

う
連
絡
も
受
け
、
予
想
以
上
の
反
響
に
驚

い
た
。
何
に
も
ま
し
て
、
テ
レ
ビ
マ
ン
と

し
て「
映
像
が
持
つ
強
さ
」を
再
認
識
し

た
取
材
だ
っ
た
。

や
ま
も
と
・
し
も
ん
▼
１
９
９
８
年
入
社
　
政

治
部
　
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な

ど
を
経
て
　
２
０
１
４
年
か
ら
中
国
総
局
長

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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リレーエッセ ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
目

本
田
技
研
工
業
の
創
業
者
　本
田
宗
一
郎
さ
ん

岡
田
　
実（
北
海
道
新
聞
出
身
）

　
私
は
当
時
、
日
商（
東
商
）と
兜
町
の

記
者
ク
ラ
ブ
を
任
さ
れ
て
い
た
。
兜
ク
ラ

ブ
に
は
日
本
経
済
新
聞
の
記
者
が
53
人
も

配
置
さ
れ
て
い
る
の
に
、
当
方
は
一
人
で

２
ク
ラ
ブ
掛
け
持
ち
。
自
社
の
弱
小
ぶ
り

に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
時
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
訪
中
団
の
同
行
記
者
は
13
社

13
人
。
一
人
で
ど
こ
ま
で
勝
負
で
き
る
か

を
試
す
良
い
機
会
が
巡
っ
て
き
た
。
中
国

語
が
で
き
な
い
私
に
何
が
で
き
る
か
、
と

考
え
た
末
、
団
員
の
部
屋
を「
夜
回
り
」

す
る
こ
と
に
し
た
。
真
っ
先
に
頭
に
浮
か

ん
だ
の
が
、「
経
営
の
神
様
」と
し
て
知

ら
れ
る
本
田
さ
ん
だ
っ
た
。

　
部
屋
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
と
、
本
田

さ
ん
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。
話
の
途

中
、
中
国
で
働
く
ホ
ン
ダ
の
ス
タ
ッ
フ
が

や
っ
て
き
た
。
当
時
、
ホ
ン
ダ
は
重
慶
に

あ
る
オ
ー
ト
バ
イ
工
場
に
技
術
供
与
し
て

い
た
。
開
放
政
策
の
実
態
を
聞
こ
う
と
本

田
さ
ん
が
呼
ん
だ
も
の
で
、
私
が
退
座
し

よ
う
と
す
る
と
、「
こ
の
ま
ま
一
緒
に
聞

い
て
い
ろ
」と
言
っ
て
く
れ
た
。

　
こ
の
中
で
、開
放
政
策
が
進
む
に
つ
れ
、

沿
海
部
と
内
陸
と
の
格
差
が
拡
大
し
て
い

る
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
製
品
を
大
量
に

作
り
、
野
積
み
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

―
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
訪
中
団
は
、
鄧
氏
を
は
じ
め
中
国
政
府

要
人
と
次
々
に
会
談
し
、
上
海
近
郊
の
宝

山
製
鉄
所
、
広
州
近
郊
の
農
村
地
帯
、
深

圳
市
内
の
三
洋
電
機
工
場
な
ど
を
見
学
し

た
。

　
こ
の
間
、
本
田
さ
ん
の
部
屋
を
た
び
た

び
訪
れ
た
。
本
田
さ
ん
は「
会
社
は
本
田

家
の
も
の
で
は
な
い
。
世
襲
は
ダ
メ
だ
」

「
若
い
社
員
と
話
を
す
る
こ
と
が
大
好
き

だ
。
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
が
気
づ
か
な
い
発

想
や
知
恵
を
出
し
て
く
れ
る
」と
、
楽
し

そ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　
団
員
と
記
者
団
が
懇
談
し
た
際
、
改

革
開
放
へ
の
懸
念
や
対
中
投
資
慎
重
論

が
相
次
い
だ
。
だ
が
、本
田
さ
ん
は「
最

初
に
中
国
を
訪
れ
て
か
ら
10
年
以
上
た

つ
が
、
近
代
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
効
率
の
悪
い
も

の
を
惜
し
げ
も
な
く
捨
て
、
効
率
的
な

も
の
を
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
い
く
姿
に

期
待
し
た
い
」と
、
大
声
で
言
っ
た
。

　
問
題
点
を
十
分
に
知
り
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
物
事
を
見
る
。

町
工
場
を
大
会
社
に
育
て
上
げ
た
優
れ

た
経
営
者
と
し
て
の
本
田
さ
ん
の
一
面

を
垣
間
見
る
思
い
が
し
た
。

　
私
は「
夜
回
り
」の
お
か
げ
で
、
中

国
要
人
の
話
や
見
学
し
た
こ
と
を
立
体

的
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
記
者
と
し
て

自
信
を
持
て
た
。
担
当
が
変
わ
り
、
91

年
に
本
田
さ
ん
が
亡
く
な
る
ま
で
お
会

い
で
き
な
か
っ
た
が
、
訪
中
後
も
ず
う

ず
う
し
く
お
邪
魔
し
て
い
れ
ば
、
私
欲

が
な
く
底
抜
け
に
明
る
い
本
田
さ
ん
か

ら
も
っ
と
も
っ
と
学
べ
た
の
に
―
と
悔

や
ん
で
い
る
。

（
お
か
だ
・
み
の
る
　
前
北
海
道
新
聞
社
専
務
）

次
号
は
佐
野
慎
輔
さ
ん（
産
経
新
聞

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
私
は
北
海
道
新
聞
に
41
年
間
在
籍

し
、
そ
の
半
分
近
く
を
東
京
で
過
ご
し

た
。
主
に
経
済
を
担
当
し
た
が
、
地
方

紙
の
記
者
が
東
京
で
働
く
こ
と
に
意
味

と
楽
し
さ
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け
を
作

っ
て
く
れ
た
の
が
、
本
田
技
研
工
業
の

創
業
者
・
本
田
宗
一
郎
さ
ん
で
あ
る
。

数
多
く
会
っ
た
経
済
人
の
中
で
も
、
ひ

と
き
わ
強
烈
な
印
象
を
私
に
残
し
て
く

れ
た
。

　
東
京
に
赴
任
し
て
１
年
目
の
１
９
８

５
年
３
月
、
日
本
商
工
会
議
所
が
主
催

す
る
訪
中
団
に
同
行
し
た
。
団
長
は
東

急
グ
ル
ー
プ
総
帥
だ
っ
た
五
島
昇
・
日

商
会
頭
。
中
国
の
最
高
実
力
者
だ
っ
た

鄧
小
平
氏
が
進
め
る
改
革
開
放
政
策
が

始
ま
っ
て
ほ
ぼ
６
年
が
た
っ
た
時
期

で
、
全
国
の
商
工
会
議
所
や
大
手
商
社

の
ト
ッ
プ
な
ど
１
０
０
人
余
り
が
参
加

し
た
。
そ
の
中
に
本
田
技
研
工
業
の
最

高
顧
問
で
、
東
京
商
工
会
議
所
副
会
頭

だ
っ
た
本
田
さ
ん
も
い
た
。

日本人として初めてアメリカの自動車殿
堂入りし、記者会見する本田宗一郎氏

（1989年12月25日／時事通信社提供）
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■
な
ぜ
私
は
韓
国
に
勝
て
た
か
　
朴
槿
惠
政
権
と
の 

５
０
０
日
戦
争（
加
藤
達
也
・
産
経
新
聞
前
ソ
ウ
ル
支
局
長
）

　
韓
国
の
朴
槿
惠
大
統
領
の
名

誉
を
コ
ラ
ム
で
傷
つ
け
た
と
し

て
在
宅
起
訴
さ
れ
、
昨
年
12
月

に
無
罪
が
確
定
し
た
産
経
新
聞

の
加
藤
達
也
前
ソ
ウ
ル
支
局
長
が
ま
と
め
た
初
の
手
記
で

あ
る
。

　
現
在
は
社
会
部
編
集
委
員
と
し
て
拉
致
問
題
や
警
察
庁

を
担
当
し
て
お
り
、
そ
も
そ
も
警
視
庁
で
公
安
・
警
備
部

門
や
拉
致
問
題
を
追
っ
て
い
た
タ
フ
な「
事
件
記
者
」だ
。

と
は
い
え
、
今
回
の
８
カ
月
に
わ
た
っ
た
出
国
禁
止
措
置

な
ど
約
１
年
半
に
及
ん
だ
裁
判
は
、
相
当
な
心
労
だ
っ
た

と
思
う
。

　
本
書
は
、
前
代
未
聞
の
在
宅
起
訴
か
ら
劇
的
な
無
罪
判

決
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
経
緯
に
加
え
、
取
調
室
で
の
検

事
と
の
生
々
し
い
や
り
取
り
や
、
緊
迫
し
た
法
廷
内
の
様

子
が
詳
述
さ
れ
る
。
朴
政
権
が「
産
経
に
謝
罪
さ
せ
る
」

こ
と
を
刑
事
訴
追
の
目
的
に
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と

や
、
大
統
領
周
辺
の
思
惑
と
国
民
感
情
で
法
が
恣
意
的
に

ね
じ
曲
げ
ら
れ
て
い
く
様
子
を「
情
治
主
義
」と
い
う
韓

国
特
有
の
言
葉
で
迫
る
な
ど
、
内
容
は
衝
撃
的
だ
。

三
笠
　
博
志（
産
経
新
聞
東
京
本
社
社
会
部
長
）

■
報
道
写
真
集
　
軌
跡
　
大
津
波
か
ら
の
５
年

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
岩
手
県
沿
岸
部
を
襲
っ
た
大

津
波
は
５
千
人
を
超
す
人
々
の
命
を
奪
っ
た
。
い
ま
だ
１

１
２
４
人
の
行
方
は
分
か
ら
ぬ
ま
ま
。
岩
手
県
警
は
現
在

も
月
１
回
、
不
明
者
捜
索
を
続

け
て
い
る
。

　
本
写
真
集
は
、
震
災
直
後
か

ら
岩
手
日
報
の
記
者
が
被
災
地

で
撮
影
し
た
写
真
を
基
に
、
震
災
か
ら
５
年
の
軌
跡
を
た

ど
っ
て
い
る
。
歩
み
、
恵
み
、
絆
、
祈
り
―
の
４
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、
震
災
直
後
か
ら
の
被
災
地
の
変
わ
り
ゆ
く
さ

ま
を
切
り
取
っ
た
。

　
紙
面
連
載
し
た
記
者
ル
ポ「
被
災
地
を
歩
く
」も
掲
載
。

震
災
後
か
ら
被
災
地
に
入
っ
た
ル
ポ
の
第
５
弾
で
、
同
じ

場
所
を
訪
れ
た
記
者
た
ち
の
主
観
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
明
日
の
暮
ら
し
も
見
え
ず
途
方
に
暮
れ
た
人
々
に
、
年

を
追
う
ご
と
に
笑
顔
が
の
ぞ
く
。
一
方
、
５
年
を
重
ね
、

さ
ら
に
悲
し
み
に
沈
む
人
、い
ま
だ
家
族
が
見
つ
か
ら
ず
、

心
の
整
理
が
で
き
な
い
人
も
い
る
。
は
や
５
年
、
ま
だ
５

年
―
。
復
興
は
道
半
ば
だ
。

�

八
重
樫
卓
也（
岩
手
日
報
社
報
道
部
第
二
部
長
）

■
増
補 
実
践
的
新
聞
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
入
門（
猪
股
征
一
著
）

　
２
０
０
６
年
刊
行『
実
践
的

新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
入
門
』

の
増
補
版
だ
。
信
濃
毎
日
新
聞
社
編
集
局
長
も
務
め
た
猪

股
征
一
氏（
現
監
査
役
）が
、
特
定
秘
密
保
護
法
や
安
全

保
障
関
連
法
の
成
立
も
あ
っ
た
こ
の
10
年
間
を
見
つ
め
直

し
、
提
起
す
る
。「
平
和
と
民
主
主
義
の
危
機
の
前
に
、

メ
デ
ィ
ア
が
な
す
べ
き
こ
と
は
多
い
」と
。

　「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
創
造
」を
加
え
た
。
現
実
社
会

へ
の
関
わ
り
が
薄
く
な
っ
て
、
短
絡
的
な
思
考
が
ま
ん
延

し
か
ね
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
課
題
を
指
摘
。
新

聞
は
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
人
々
に
情
報
を
伝
え
、
生

活
に
寄
り
添
う
報
道
が
再
評
価
さ
れ
た
と
し
、
国
民
か
ら

の
信
頼
が「
新
聞
の
命
」と
訴
え
る
。

　
権
力
側
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
介
入
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の

問
題
点
な
ど
に
向
け
る
目
は
厳
し
い
。「
今
の
取
材
や
報

道
が
政
治
や
権
力
に
よ
る
戦
略
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
な
い

か
ど
う
か
、
日
常
か
ら
見
直
す
こ
と
が
必
要
」。
新
聞
を

め
ざ
す
若
者
も
記
者
自
身
も
胸
に
刻
む
べ
き
戒
め
だ
。

小
市
　
昭
夫（
信
濃
毎
日
新
聞
社
報
道
部
長
）

■
地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り
大
事
典
―
地
方
の
未
来
、
日
本

の
未
来
―

�

竹
本
　
昌
史
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

珠
玉
の
ま
ち
づ
く
り
１
９
３
選
　
全
国
各
地
で
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
最
新
の
地
域
再
生
事
業
を
総
点
検
し
、
特
筆

す
べ
き
活
動
を
選
ん
で
１
９
３
の
事
例
に
集
大
成
し
た
も

の
が
本
書
で
あ
る
。
衰
退
す
る
地
域
を
よ
み
が
え
ら
せ
、

生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
キ
ラ
リ
と
輝
く
む
ら
づ

く
り
に
挑
戦
す
る
現
場
を
身
近
に
体
感
で
き
る「
珠
玉
の

ま
ち
づ
く
り
１
９
３
選
」と
い
え
る
。

　
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
て
の
市
町
村
を
10
年
か
け
て

訪
れ
、
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
活
性
化
事
業
の

最
前
線
に
足
を
運
ん
だ
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ユ
ニ

ー
ク
で
多
彩
な
活
動
が
あ
ち
こ
ち
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、

本
書
を
読
め
ば
、
こ
れ
か
ら
地

方
創
生
事
業
に
取
り
組
む
人
々

に
と
っ
て
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
。

産経新聞出版
１５１２円

岩手日報社
1620円

信濃毎日新聞社
１５１２円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書

国書刊行会
１２９６０円

寄
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情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。

■第20回「女性の活躍舞台づくり」委員会
　主催：（一社）日本MOT振興協会
　内閣府男女共同参画局推進課課長補佐（積極
措置担当）の木山悠氏が「女性活躍推進の国際比
較と今後の日本～女性の活躍推進に関する現状
と施策～」をテーマに話した。講演後、質疑応
答と意見交換が行われた。（2.3　アラスカ）
■公開シンポジウム「個人情報保護法改正と報
道の自由―国民の知る権利は脅かされるの
か」主催：日本新聞協会
　個人情報保護法の施行後、情報提供者に過度
な萎縮や情報隠しが広がっている。改正法でさ
らなる匿名化が懸念されるとして、取材現場の
変化や報道機関が果たす役割について記者や研
究者らが議論した。
　パネル討議には奧山俊宏・朝日新聞社編集委
員、青島顕・毎日新聞社社会部記者、奥村信幸・
武蔵大社会学部教授、山本和徳・個人情報保護
委員会参事官が登壇した。コーディネーターは
宍戸常寿・東大大学院教授。出席者は110人。（2.10　
10階ホール）

■第13回企業フィランソロピー大賞贈呈式
　主催：（公社）日本フィランソロピー協会
　同賞は2003年に創設後、社会課題の解決や社
会の健全な発展に寄与する活動を行う企業・プ
ロジェクトを毎年顕彰している。
　大賞に（株）リクルートホールディングス、フ
ィランソロピー賞に味の素グループ、四季（株）、
（株）スタイリングライフ・ホールディングス、（株）
特殊衣料が選ばれた。（2.16　10階ホール）
■読売テクノ・フォーラム研究交流会
　同交流会は産・官・学の連携も視野に、フォ
ーラム会員同士の「学びと親睦の場」として毎月
１回開催している。2月は山口大の玉田耕治教
授が「がん治療を変える新たな免疫療法」と題し
て講演した。（2.19　会見場）

■伊勢志摩サミット公認サポーター任命式
　G7伊勢志摩サミット（５月）の公認サポーター
として、三重県名張市出身のシンガー・ソング
ライター、平井堅さんが任命され会見した。三
重県の鈴木英敬知事らが出席した。（2.19　会見場）
■セント・パトリックス・デー 2016イベント
発表会見　主催：駐日アイルランド大使館
　アイルランドのナショナルデー「セント・パ
トリックス・デー（3月17日）」を記念して、3
月に日本各地で開催されるイベントの発表会見
が行われた。アン・バリントン駐日アイルラン

ド大使（写真中央、大使館
提供）ほか、関係者が出
席した。関連イベント
には同国のシンボルカ
ラーであるグリーンを
身に付けて参加するの

が慣例となっている。（2.24　会見場）
■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる勉強会。
2月は小沢鋭仁・改革結集の会会長（2.3）、安住
淳・民主党国対委員長代理（2.10）、仙石由人・元
官房長官（2.17）、大島理森・衆院議長（2.24）をゲ
ストに招いた。
■民間「立憲」臨調　声明発表会見
　安保法制に反対する有識者でつくる通称・民
間「立憲」臨調が、野党共闘などを求める声明を
発表。小林節・慶大名誉教授らが出席した。（2.25　
大会議室）

■「私たちは怒っている」
　キャスター有志緊急記者会見
　高市早苗総務相の「電波停止」発言に対し、憲

法および放送法の
精神に反するもの
であると抗議する
会見が開かれた。
冒頭、鳥越俊太郎
氏（右端）が声明を

読み上げた後、キャスターらが発言した。左か
ら青木理、大谷昭宏、金平茂紀、岸井成格、田
原総一朗、鳥越の各氏。（2.29　10階ホール）

●第370回会報委員会（2・8　大会議室）
　3月号の編集を協議したほか、4月号掲載予
定の「チェルノブイリ原発事故から30年」特集に
ついても検討した。
出席　飯塚委員長、稲沢、高橋、鈴木、渡辺、
向山、吉澤、大寺、長﨑、藤井、藤澤の各委員。
●第460回企画委員会（2・10　10階Bホール）
　新委員の播摩卓士・TBSテレビ報道局編集主
幹（旧・杉尾秀哉氏）のあいさつの後、５月の総
会記念講演会の講師候補を検討した。今後のゲ
スト選定についても協議した。
出席　西村委員長、星、安井、倉重、坂東、脇、
実、水野、別府、宮田、榊原、川上、軽部、山本、

■会議報告　�
瀬口、原田、宇留間、島田、播摩、堀、ワーグ
ナー、梶本、橋場の各委員。
●第462回会員資格委員会（2・17　小会議室）
　3月１日付入会を審議し、理事会に答申した。
出席　小田委員長、花谷、齋藤、越中、小池、
播摩、山本、國府の各委員。
●第221回施設運営委員会（2・26　小会議室）
　事務局が行ったラウンジ利用状況調査をもと
に、夜の営業時間を30分短縮し21時30分までと
することを決め、理事会に上申した。
出席　西渕委員長、野村、竹内、須賀、須田、
佐塚、富田、羽原の各委員。
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：744人　⃝個人会員：1,338人　
⃝法人・個人賛助会員：65社・143人　⃝特別賛助会員：100人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：162人 計：199社・2,499人

クラブの電話　ダイヤルイン

第105回 日本記者クラブゴルフ会のお知らせ
　春のゴルフ会を下記の要領で開催します。初
参加も大歓迎です。お問い合わせ、お申し込み
は事務局の河野（3503-2764）まで。
《日　時》4月15日（金）午前9時10分集合
《コース》藤沢ゴルフクラブ（神奈川県綾瀬市）
《スタート》10時03分　IN�スタート　4組
《競　技》18ホール　ストロークプレー（ハンデ

ィキャップ制）
《会　費》5,000円

＜訃報＞
　小島宣夫会員（産経新聞出身、87歳）が2月4
日、清宮龍会員（時事通信出身、87歳）が同6日、
西田善夫会員（NHK出身、80歳）が同27日死去さ
れました。謹んでご冥福をお祈りいたします。

ご意見をお寄せください　会報委員会から
　ご存じのとおり、クラブ会報は今年１月号か
ら「ゲスト一覧」と「会見リポート」のページを
新設しました。会見した全員を写真付きでコン
パクトに紹介した「ゲスト一覧」と、そのうち、
重要ゲストや関心の高いテーマを選んで紙面で
取り上げた「会見リポート」の2本柱で掲載して
います。取材した記者が会見内容をまとめた原
稿は全て、速報を重視して、原則、会見翌々日
にウェブサイトへアップしています。
　新設ページについて、会員の皆さまの声をお
寄せください。会報委員会では、時代の流れに
合わせた会報とウェブサイトの在り方を検討し
ています。さまざまなご意見、ご感想をいただ
きながら、よりよい会報づくりを進めていきた
いと考えています。ご協力をお願いいたします。
会報担当・長谷川　電話：03-3503-2752
� メール：hasegawa@jnpc.or.jp

3月の行事予定（3/3現在）

15㊋ 14：00 ～ 15：30　9階会見場
記者会見　アリ・ビーザー・米国映像作家

17㊍ 13：30 ～ 15：00　9階会見場
胡鞍鋼・清華大学国情研究センター長

18㊎
15：00 ～ 16：30　10階ホール
研究会「変わるアメリカ　変わらないアメリカ　大統
領選」③　上英明氏

22㊋
17：30 ～ 18：30　10階ホール
シリーズ企画「3.11から5年」⑭　
田中俊一・原子力規制委員会委員長

24㊍
14：00 ～ 15：00　9階会見場
シリーズ企画「国連と日本人」⑤
小野舞純・国連事務総長室・シニア・オフィサー

25㊎

13：00 ～ 14：00　10階ホール
シリーズ企画「3.11から５年」⑮
宮野廣・日本原子力学会廃炉検討委員会委員長
14：30 ～ 15：30　10階ホール
記者会見　村井嘉浩・宮城県知事

30㊌
14：00 ～ 15：15　10階ホール
シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」③
吉田浩一郎・クラウドワークス社長

歓送迎会プランをご利用ください　4/30まで

　歓送迎会の季節です。お仲間との集まりにお
使いください。昨年から一部リニューアルした
メニュー（下記）を、お一人3,240円で提供しま
す（別途、部屋代がかかります）。1,404円をプラ
スして2時間の飲み放題にすることもできま
す。ご予約は03-3503-2724まで。
　アボカドと鮪のマヨ和え／桜鯛のカルパッチ
ョ／桜海老と菜の花のカッペリーニ／グリーン
サラダ／アスパラガス入りオムレツ／鰆の味噌
チーズ焼き／鶏もも肉のカツレツ／新キャベツ
と豚肉の回鍋肉／お寿司／日本そば

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　春懐石（4/28まで）

　先付：ピース豆腐、姫さざえ磯煮ほか　お椀：
潮仕立て　造り：三点盛り　焼物：鰆素焼き　煮
物：若竹煮　揚物：白魚桜葉揚げ　食事：鯛飯　
水菓子：季節の果物　グラス冷酒付き（5,400円）
� （板長：大井由光）

洋食　桜鯛のポワレコース（4/30まで）

　コールドビーフサラダ、ハマグリのチャウダー
スープ、桜鯛のポワレとカッペリーニ　バルサミ
コと香草のソース、桜アイスクリーム、パン、コ
ーヒー付き（3,780円）。ランチ、ディナー（土曜日
はランチのみ9階レストラン）ともにご利用いた
だけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

●ブトロス・ガリ・国連事務総長（1993.2.18）
＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトの
トップページからアクセスできます。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」㊵「『戦
後入門』をめぐって―戦後70年目の戦後論」加
藤典洋・文芸評論家（2015.12.9）
●シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」㊶「保
守は大東亜戦争を肯定できるのか」中島岳志・
北海道大学准教授（2015.12.15）
●₂₀₁₆年経済見通し「転機を迎えたアベノミク
ス」早川英男・富士通総研・経済研究所エグ
ゼクティブ・フェロー（1.13）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　大寺　廣幸　鈴木　　仁

高橋　　茂　長﨑　和夫　藤井　良広
藤澤　秀敏　向山　明生　吉澤　正一 
渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271
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２
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ア
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こ
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に
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と
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第
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ネ
大
会
で
は
開
催
に

反
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命
す
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だ
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た
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国
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さ
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神
宮
外
苑
か
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
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え
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と
い
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多
く
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が
集
ま
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遠
く
望
む
富
士
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せ
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光
、
も
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ゴ
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ゴ
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勘
弁
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て
ほ
し
い
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い
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祈
り
に
も
似
た
高
揚
感
を
感
じ
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。
も
と
も

と
富
士
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は
信
仰
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だ
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あ
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感
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東
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）

神
宮
外
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ら
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え
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ヤ
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珍
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い
都
心
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勢
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た

＝
２
月
４
日
、
東
京
都
新
宿
区

写
真
回
廊
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